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２
０
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光
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公
益
社
団
法
人
日
本
観
光
振
興
協
会（
日
観
振
）と
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
９
月
24
日
か
ら
27
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り
、昨
年

に
続
い
て
今
年
で
２
回
目
と
な
る
世
界
最
大
級
の
旅
の
祭
典「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
５
」を
東
京・有
明

の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
し
ま
す
。「
新
し
い
旅
が
始
ま
る
。」を
掲
げ
た
昨
年
の〝
ホ
ッ
プ
〞か
ら〝
ス
テ
ッ
プ
〞へ
と

位
置
付
け
る
今
年
は「
動
く
。感
じ
る
。旅
に
な
る
。」を
テ
ー
マ
に
、２
０
２
０
年
に
向
け
て
観
光
産
業
の
果
た
す
重
要
な

役
割
を
国
内
外
に
発
信
す
る
場
と
し
て
飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。

　今年の“JAPAN NIGHT”は、2020年に開催され
る東京オリンピック・パラリンピックも見据え、国家戦
略特区でもある千代田区の都市空間を活用した「都
市型MICE」を具現化し、国際都市「東京」を舞台に魅
力ある日本の地域コンテンツを発信します。
　具体的には、丸の内エリアにある「行幸通りと丸の
内仲通りの公共都市空間」と「JPタワー」で“JAPAN 
NIGHT”を開催。「行幸通り」は、参加者を迎え入れる
ウエルカムプラザ、「丸の内仲通り」は、趣向を凝らした
体験ができるエクスペリエンスアベニューと位置づ
け、伝統的な祭りやクールJapanなど日本の文化・技
術・デザイン力を体感できる空間として演出を工夫。
産業の国際競争力を強化して国際的な活動拠点の形
成を促進する観点から定められた国家戦略特区を活
用することで、これまでの増上寺や国立博物館などユ
ニークべニューでの交流会から、「ユニークエクスペ
リエンス」を通じて五感に訴えるイベントを目指すこと
になります。

“JAPAN NIGHT”を
丸の内エリアで開催

中
央
ア
ジ
ア
５
カ
国
の

ブ
ー
ス
を
特
集
展
開

　

日
本
全
国
と
世
界
各
国
・
地
域
か
ら

観
光
情
報
が
集
結
す
る
展
示
会
で
は
、

国
内
の
自
治
体
や
観
光
関
連
団
体
・

事
業
者
と
海
外
の
観
光
局
や
航
空
会

社
・
ホ
テ
ル
と
い
っ
た
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

な
ど
合
わ
せ
て
1
1
0
0
以
上
の
出

展
者
が
、
様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
た

1
5
0
0
を
超
え
る
ブ
ー
ス
で
独
自
の

情
報
提
供
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
展
開
な

ど
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

海
外
の
展
示
で
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
・
キ
ル
ギ
ス
・
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
・

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
・
タ
ジ
キ
ス
タ
ン

の
中
央
ア
ジ
ア
5
カ
国
の
ブ
ー
ス
を
特

集
展
開
し
、
旅
行
商
品
造
成
に
必
要
な

情
報
を
入
手
し
た
り
、
現
地
関
係
者
な

ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
か
ら
は
、
同
国
の
産

業
開
発
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
担

う
投
資
・
開
発
省
が
参
加
し
、
同
省
観

光
部
の
担
当
者
が
現
地
の
観
光
事
情
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
か
ら
は
1
9
9
2
年

に
設
立
さ
れ
た
国
営
企

業
で
あ
る
ウ
ズ
ベ
ク

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
参
加

し
、
同
国
の
観
光
開
発

計
画
な
ど
に
基
づ
く
日

本
か
ら
の
旅
行
者
誘
致

に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
国
・
韓
国
も
反
転
上

昇
へ
一
気
に
加
速

　

ま
た
、
今
年
4
月
に
日
中
韓
観
光
大

臣
会
合
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、
二
国
間

で
の
民
間
交
流
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
も
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
改
め

て
、
重
要
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
注
目
さ
れ
る
中
国
と
韓
国
が
、
そ

れ
ぞ
れ
、
20
ブ
ー
ス
と
50
ブ
ー
ス
の
出

展
に
よ
る
増
床
展
開
を
実
現
し
て
い
ま

す
。
日
本
か
ら
韓
国
へ
は
、
J
A
T
A

が
昨
年
12
月
に
1
0
0
0
人
規
模
の
メ

ガ
フ
ァ
ム
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
、
韓
国

の
地
方
に
お
け
る
観
光
資
源
や
観
光
素

材
を
掘
り
起
こ
し
、
ソ
ウ
ル
だ
け
に
と

ど
ま
ら
な
い
各
地
へ
の
新
た
な
ツ
ア
ー

商
品
を
開
発
。
中
国
へ
は
、
今
年
5
月

に
3
0
0
0
人
を
超
え
る
日
中
観
光
文

化
交
流
団
が
訪
中
し
て
、
北
京
の
人
民

大
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
日
中
友
好
交
流

大
会
に
参
加
し
、
日
中
間
の
観
光
交
流

拡
大
に
向
け
て
大
き
な
成
果
を
収
め
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ

パ
ン
2
0
1
5
」
で
は
、
日
本
の
海
外

旅
行
市
場
に
と
っ
て
の
重
要
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
中
国
と
韓
国
へ
の

訪
日
旅
行
者
増
加
に
向
け
て
、
一
気
に

流
れ
が
加
速
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
新
規
出
展
国
・
地
域
と
し

て
は
、
南
部
ア
フ
リ
カ
地
域
観
光
機

構
（
8
ブ
ー
ス
）
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

（
5
ブ
ー
ス
）
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

（
5
ブ
ー
ス
）
、
モ
ル
ド
バ
（
1
ブ
ー

ス
）
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
（
1
ブ
ー

ス
）
、
タ
ヒ
チ
（
1
ブ
ー
ス
）
が
あ
る
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　今年から新たな地域連携プログラムとして、プレ
ミアム・デスティネーション・パートナーの新協賛カテ
ゴリーも設定されました。これは、海外・国内各地
域のプロモーション施策などと連動し、「ツーリズム
EXPOジャパン」事業とのパートナーシップの深耕
を図るものです。
　初回となる今年は、来春に北海道新幹線開業
を控え、夏にはデスティネーションキャンペーンも実
施される青森県による協賛が決定しています。

新たな地域連携プログラムもスタート

ほ
か
、
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
が
海
外
か
ら

の
出
展
と
し
て
は
最
大
規
模
と
な
る
60

ブ
ー
ス
を
展
開
し
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
の
米
国
を
強
力
に
訴
求

し
ま
す
。

「
美
し
い
村
」で
写
真
展

と
セ
ミ
ナ
ー

　

さ
ら
に
、今
年
6
月
に「
美
し
い
村

30
選
」を
発
表
し
た
J
A
T
A
の
チ
ー

ム
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
観
光
促
進
協
議
会
は
、

展
示
会
場
内
に
設
営
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ブ
ー
ス
で「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
し
い
村

30
選
写
真
展
」を
開
催
す
る
と
同
時

に
、「
美
し
い
村
30
選
」を
中
心
と
し
た

観
光
素
材
や
イ
ン
フ
ラ
な
ど
に
つ
い
て

業
界
関
係
者
と
一
般
消
費
者
向
け
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。チ
ー
ム
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て

「
美
し
い
村
30
選
」の
認
知
度
向
上
と

魅
力
の
P
R
を
図
る
予
定
で
す
。「
美

し
い
村
30
選
」は
、旅
行
会
社
の
社
員

約
3
0
0
人
が
、⑴
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
開
発
の
観
点
か
ら
、メ
デ
ィ
ア
へ
の
露

出
度
も
低
く
こ
れ
ま
で
商
品
化
さ
れ

て
い
な
い
、⑵
旅
行
会
社
の
視
点
か
ら

消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
魅
力
が
あ

る
、な
ど
の
基
準
で
選
定
。既
に
、チ
ー

ム
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
メ
ン
バ
ー
旅
行
会
社
16

社
が
、企
画
対
象
と
な
る
村
を
決
定
し

て
下
見
を
実
施
し
て
お
り
、「
ツ
ー
リ
ズ

ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
2
0
1
5
」で

の
写
真
展
や
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、旅

行
業
界
と
消
費
者
の
双
方
に「
美
し
い

村
30
選
」へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、

2
0
1
6
年
上
期
に
商
品
を
発
表
す

る
予
定
で
す
。

注
目
さ
れ
る
国
内
出
展

の
積
極
的
な
拡
大

　

国
内
・
訪
日
関
連
の
展
示
で
は
、
単

独
及
び
広
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め

て
47
都
道
府
県
の
全
て
が
出
展
。
北
海

道
新
幹
線
の
開
業
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
日
本
各
地
の
風
土

や
文
化
の
中
で
育
ま
れ
た
伝
統
的
工
芸

品
の
実
演
・
紹
介
な
ど
と
観
光
を
組
み

合
わ
せ
て
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
伝

統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
に
よ
る
展

開
や
、
訪
日
観
光
の
活
性
化
に
向
け
て

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
訴
求
・

発
信
を
図
る
ジ
ャ
パ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の
主
管
に
よ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
向
け
テ
ー
マ
展
示
と
い
っ
た

取
り
組
み
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ

ン
」
営
業
・
展
示
部
会
長
を
務
め
る
東

日
本
旅
客
鉄
道
・
鉄
道
事
業
本
部
営
業

部
の
高
橋
敦
司
担
当
部
長
は
、
「
昨
年

の
時
点
で
は
様
子
見
と
い
う
観
も
あ
っ

た
国
内
の
自
治
体
や
団
体
な
ど
が
、
海

外
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
積
極
的
な
ブ
ー
ス

展
開
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
出
展
空

間
を
広
域
で
使
っ
た
り
、
垂
直
の
ス

ペ
ー
ス
活
用
を
工
夫
す
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど
か
ら

一
歩
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
」
と
語

り
、
〝
統
合
効
果
〞
が
具
体
的
な
形
と

な
っ
て
き
た
今
年
の
展
示
会
に
期
待
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
新
規
出
展
す
る
岐
阜
県

と
愛
知
県
が
、
そ
れ
ぞ
れ
10
ブ
ー
ス
と

6
ブ
ー
ス
の
展
開
を
行
う
ほ
か
、
昨
年

は
国
内
で
最
大
規
模
の
出
展
だ
っ
た
沖

縄
県
が
50
ブ
ー
ス
か
ら
60
ブ
ー
ス
に
規

模
を
拡
大
。
、
富
山
県
や
奈
良
県
、
栃

木
県
、
西
武
グ
ル
ー
プ
な
ど
も
ブ
ー
ス

展
開
を
強
化
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
ま

す
。観

光
産
業
の
地
位
向
上

へ
新
た
な
顕
彰
事
業

　
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン

2
0
1
5
」で
は
、国
内・海
外・訪
日
旅

行
の
各
領
域
に
お
よ
ぶ
観
光
分
野
に
お

け
る
日
本
の
代
表
的
な
権
威
あ
る
賞
と

し
て
、観
光
顕
彰
事
業「
ジ
ャ
パ
ン・ツ
ー
リ

ズ
ム・ア
ワ
ー
ド
」が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
顕
彰
事
業
で
は
、国
内・訪
日
領

域
、海
外
領
域
の
ほ
か
に
、国
連
世
界
観

光
機
関（
U
N
W
T
O
）部
門
賞
も
設
定

さ
れ
、国
際
的
な
機
関
と
の
連
携
強
化

を
通
じ
た
グ
ロ
ー
バル
な
展
開
を
実
現
し
、

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
」の
国

内
外
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
を

図
る
と
同
時
に
、顕
彰
事
業
全
体
を
通

じ
て
観
光
産
業
の
地
位
や
価
値
の
向
上

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ティムール朝で「青の都」と呼ばれ栄華を極めたサマ
ルカンドのレギスタン広場（ウズベキスタン）

中央アジアで最も昔の面影を残すと言われるヒワのイ
チャン・カラ（ウズベキスタン）

2003 年に世界遺産登録された中央アジア最大の聖地で
あるホージャ・アフメッド・ヤサウィ廟（カザフスタン）

谷間を囲むように牧草地が広がる典型的なチロルの
町・レッヒ（オーストリア）

フランスとドイツの文化の十字路となったアルザスの
村・リクヴィル（フランス）



世
界
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
へ
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

 

田
川 

博
己

 

日
本
旅
行
業
協
会（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）会
長

観
光
産
業
の
裾
野
の
広
さ
に
認
識
深
ま
る

 

山
口 

範
雄

 

日
本
観
光
振
興
協
会
会
長

「ツーリズムEXPOジャパン2015」～トップ・メッセージ～
　

国
内
観
光
の
振
興
を
目
的
と
し
た

「
旅
フ
ェ
ア
日
本
」
と
海
外
旅
行
の
促

進
を
図
る
「
J
A
T
A
旅
博
」
を
統
合

し
て
昨
年
初
め
て
開
催
さ
れ
た
「
ツ
ー

リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
」
は
、

観
光
庁
が
主
宰
す
る
「
V
I
S
I
T 

J
A
P
A
N
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
」

と
「
V
I
S
I
T 

J
A
P
A
N 

M
I
C
E
マ
ー
ト
」
も
同
時
に
開
か

れ
、
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
・
訪
日
旅

行
を
振
興
す
る
三
位
一
体
で
の
展
開
を

実
現
し
ま
し
た
。

　

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ

ン
」
の
開
催
期
間
前
後
を
「
ジ
ャ
パ
ン

ト
ラ
ベ
ル
ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
て
設
定

し
、
日
本
で
世
界
最
大
級
の
旅
行
イ
ベ

ン
ト
も
開
か
れ
る
こ
と
を
内
外
に
周
知

で
き
ま
し
た
。

　

第
2
回
を
迎
え
る
今
年
は
、
第
1
回

の
昨
年
を
〝
ホ
ッ
プ
〞
の
年
と
す
る

な
ら
、
〝
ス
テ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
〞
と
し

て
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。

来
年
8
月
に
は
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
五
輪
の
閉
会
式
で
、
次
期
開
催
地

と
し
て
〝
T
O
K
Y
O
〞
が
正
式
に

コ
ー
ル
さ
れ
て
、
世
界
中
か
ら
注
目
を

集
め
て
い
る
時
期
に
「
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
2
0
1
6
」
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
向
け
て
キ
ッ
ク
オ
フ
と
な
る
来
年

は
、
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ

ン
」
も
〝
ジ
ャ
ン
プ
〞
の
年
と
し
て
、

2
0
2
0
年
に
向
け
て
一
気
に
加
速
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が

1
8
0
0
万
人
を
突
破
し
そ
う
な
勢
い

を
示
し
て
、
三
位
一
体
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
の
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ

パ
ン
」
が
評
価
さ
れ
る
展
開
と
な
っ
て

お
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
露
出
も
昨

年
以
上
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
も
踏
ま
え
る
と
、
今

年
は
、
昨
年
の
〝
ホ
ッ
プ
〞
か
ら
単
に

〝
ス
テ
ッ
プ
〞
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ

り
来
年
の
〝
ジ
ャ
ン
プ
〞
に
向
け
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
も
っ
と
前
進

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
プ
レ
ミ
ア

ム
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ト

ナ
ー
や
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ア

ワ
ー
ド
と
い
っ
た
新
た
な
取
り
組
み
は

従
来
の
ス
キ
ー
ム
を
さ
ら
に
強
化
し
、

今
年
を
単
な
る
〝
ス
テ
ッ
プ
〞
で
は
な

く
〝
ジ
ャ
ン
プ
〞
の
た
め
の
〝
ス
テ
ッ

プ
イ
ヤ
ー
〞
と
し
て
高
め
て
く
れ
る
も

の
と
な
る
は
ず
で
す
。
〝
J
A
P
A
N 

N
I
G
H
T
〞
や
「
展
示
会
」
、
「
国

際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
も
、
新
た
な
意

匠
や
工
夫
に
よ
っ
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ

れ
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
1
6
年
に
は
、
「
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
」
を
「
世
界
最
大

級
」
で
は
な
く
、
文
字
通
り
「
世
界
最

大
」
の
イ
ベ
ン
ト
と
で
き
る
よ
う
、
今

年
は
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
試
み
て
い

ま
す
。

　

J
A
T
A
会
員
の
旅
行
会
社
の
皆
様

に
も
、
是
非
、
会
場
へ
足
を
運
ん
で
い

た
だ
い
て
、
2
0
0
0
万
人
市
場
の
実

現
を
目
指
す
海
外
旅
行
の
需
要
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
や
熱
い
思
い
も
肌
で

感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

旅
行
業
界
関
係
者
の
皆
様
の
ご
来
場

を
、
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O

ジ
ャ
パ
ン
2
0
1
4
」
は
、
観
光
業
界

や
他
の
産
業
界
、
省
庁
、
地
域
、
関
係

団
体
の
連
携
に
よ
り
、
一
定
の
成
功
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
開
会
式

で
は
、
秋
篠
宮
殿
下
に
御
臨
席
・
御
挨

拶
を
賜
り
、
国
連
世
界
観
光
機
関
の
タ

レ
ブ
・
リ
フ
ァ
イ
事
務
局
長
や
各
国
の

観
光
大
臣
な
ど
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
、
世
界
最
大
級
の
旅
の
イ
ベ
ン
ト
に

相
応
し
い
ご
理
解
を
い
た
だ
け
た
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
昨
年
の
高
い
評
価
を
踏
ま

え
て
、
昨
年
以
上
の
出
展
ブ
ー
ス
数
を

確
保
す
る
と
同
時
に
、
国
内
で
は
、
昨

年
に
続
い
て
47
都
道
府
県
の
全
て
か
ら

ご
出
展
い
た
だ
く
ほ
か
、
音
響
や
自
動

車
部
品
、
皮
革
な
ど
他
産
業
界
か
ら
の

初
出
展
も
あ
り
、
観
光
が
裾
野
の
広
い

産
業
と
し
て
さ
ら
に
認
識
が
深
ま
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
を
ホ
ッ
プ
と
す
る
と
今

年
は
ス
テ
ッ
プ
の
年
と
し
て
、
も
う
１

歩
大
き
く
踏
み
出
そ
う
と
の
意
気
込
み

か
ら
、
幅
広
い
業
界
に
お
け
る
新
た
な

連
携
方
策
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
青
森
県
に
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト
で
の

「
プ
レ
ミ
ア
ム
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
ご
協
力
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
東
京
・

丸
の
内
エ
リ
ア
の
行
幸
通
り
で
伝
統
行

事
「
ね
ぶ
た
」
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

旅
行
業
界
の
皆
様
に
は
、
是
非
、

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン

2
0
1
5
」
の
会
場
を
訪
れ
て
い
た
だ

き
、
国
民
に
「
観
光
の
力
」
を
示
す
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
の
意
義
を
改
め
て
ご
理

解
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
観
光
振
興
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
旅
行
業

界
の
誇
り
も
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

田川博己　JATA会長

山口範雄　日本観光振興協会会長
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国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
、各
界
の
論
客
が
登
場

海
外
・
国
内
・
訪
日
旅
行
対
象
に
テ
ー
マ
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
９
月
25
日
と
26
日
の
両
日
、東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト・会
議
棟
で「
〜Tourism

 and C
ulture

〜
旅

と
文
化
」を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、海
外
旅
行・国
内
旅
行・訪
日
旅

行
を
対
象
と
す
る
テ
ー
マ
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
実
施
さ
れ
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
最

先
端
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
情
報
や
手
法
を
共
有・発
信
す
る
場
と
し
て
、大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
分
散
の
課
題
を

長
期
的
視
点
で

　

9
月
25

日
の
13
時
か

ら
14
時
30

分
ま
で
の
90

分
間
で
開
催

さ
れ
る
訪
日

旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
協
力
＝
日
本
政
府
観
光
局

﹇
J
N
T
O
﹈）の
テ
ー
マ
は
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
の
地
方
分
散
と
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
の
形

成
に
向
け
て
」で
す
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、J
N
T
O
海
外
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部
の
平
田
真
幸
担
当
部
長
が
モ

デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム

ビュー
ロ
ー
の
多
田
稔
子
会
長
、九
州
旅
客
鉄
道
の

後
藤
靖
子
常
務
取
締
役
、エ
ク
ス
ポ
ー
ト・ジ
ャ
パ

ン
の
高
岡
謙
二
代
表
取
締
役
、J
T
B
グ
ロ
ー
バル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
ト
ラ
ベル
の
吉
村
久
夫
取
締
役

の
4
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
意
見
交
換

を
行
い
ま
す
。

　

J
A
T
A
が
今
年
4
月
に
観
光
庁
へ
提
出
し

た
訪
日
旅
行
政
策
提
言
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、

年
間
2
0
0
0
万
人
の
訪
日
旅
行
者
達
成
が
視

野
に
入
って
き
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に
お
い
て
、

地
方
分
散
は
最
重
要
課
題
の一つ
と
な
って
い
ま

す
。今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、イ
ンバ
ウ
ン
ド
需

要
の
地
方
分
散
に
向
け
て
、具
体
的
な
取
り
組
み

事
例
や
課
題
、国
が
進
め
て
い
る
広
域
周
遊
観
光

ル
ー
ト
整
備
と
の
連
携
な
ど
を
め
ぐ
り
、そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
議
論
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
る
J
N
T
O
の
平
田

部
長
は
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
地
方
分
散
は

1
9
9
0
年
代
か
ら
始
ま
って
い
た
が
、急
激
に

市
場
が
拡
大
し
て
い
る
最
近
の
状
況
の
中
で
、真

の
観
光
立
国
を
目
指
す
に
は
、地
方
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
と
着
実
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
不
可
欠
で
あ

り
、長
期
的
視
点
で
地
方
分
散
の
課
題
を
整
理

し
た
い
」と
語って
い
ま
す
。

双
方
向
交
流
の
拡
大
で

地
域
活
性
化

　

海
外
旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、9
月
26
日
の
13

時
か
ら
14
時
30
分
の
90
分
間
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、

J
T
B
ワ
ー

ル
ド
バ
ケ
ー

ション
ズ
の
井

上
聡
代
表

取
締
役
が
、今
年
4
月
に
J
A
T
A
海
外
旅
行

推
進
委
員
会
が
ま
と
め
た
海
外
旅
行
政
策
提
言

の
要
点
を
紹
介
し
た
後
、K
N
T
│
C
T
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
池
畑
孝
治
執
行
役
員
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
を
務
め
、新
潟
県
の
泉
田
裕
彦
知
事
、在
日

米
国
大
使
館
商
務
部
の
百
合・ア
ン・ア
ー
サ
ー
上

席
商
務
官
、J
T
B
ワ
ー
ル
ド
バ
ケ
ー
シ
ョン
ズ
の

井
上
代
表
取
締
役
の
3
氏
に
よ
る
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
す
。「
A
L
L 

J
A
P
A
N
で
双
方

向
交
流
を
！
〜
異
文
化
理
解
が
人
を
育
て
、地

域
を
活
性
化
さ
せ
る
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、地
方
自
治
体
に
よ
る
姉
妹
都
市
提

携
や
国
際
交
流
の
先
進
事
例
を
参
考
に
、若
者
の

国
際
化
、地
方
の
国
際
化
、全
国
レベル
で
の
国
際

交
流
の
必
要
性
、A
L
L 

J
A
P
A
N
で
の
取

り
組
み
意
識
の
醸
成
や
双
方
向
交
流
を
全
国
的

に
広
げ
る
際
の
方
向
性
や
課
題
な
ど
を
め
ぐ
って

議
論
が
展
開
さ
れ
る
予
定
で
、池
畑
執
行
役
員
は
、

「
パ
ネ
リ
ス
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、様
々
な

事
例
や
考
え
方
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、で
き
る

だ
け
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
引
き
出
し
た
い
」考
え
を

示
し
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
に
お
け
る

観
光
振
興
の
役
割

　

9
月
26
日
の
15
時
か
ら
17
時
ま
で
2
時
間
に

わ
た
っ
て
開

催
さ
れ
る
国

内
観
光
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、観
光
庁

の
久
保
茂

人
長
官
に
よ
る
提
言「
観
光
振
興
が
地
方
創
生
、

地
域
経
済
活
性
化
に
果
た
す
役
割
」に
続
き
、ベ

ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
最
高
顧
問
で
公
益
財

団
法
人
福
武
財
団
の
理
事
長
を
務
め
る
福
武
總

一郎
氏
、東
日
本
旅
客
鉄
道
の
清
野
智
取
締
役
会

長
、三
重
県
の
鈴
木
英
敬
知
事
の
3
氏
が
、そ
れ

ぞ
れ
、「
文
化・芸
術
に
よ
る
地
方
創
生
」「
鉄
道

事
業
者
が
地
方
創
生
に
果
た
す
役
割
」「
地
域
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
地
方
創
生
」を
テ
ー
マ
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
ション
を
行
った
後
、東
洋
大
学
国
際
観
光

学
科
の
矢
ケ
崎
紀
子
准
教
授
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を

務
め
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

矢
ケ
崎
准
教
授
は
、「
観
光
を
通
じ
た
地
方
創

生
に
向
け
て
、地
域
で
大
き
な
実
績
を
重
ね
て
い

る
皆
さ
ん
の
知
見
や
経
験
に
基
づ
き
、ツ
ー
リ
ズ
ム

産
業
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
向
か
う
べ
き
道
筋
な

ど
を
見
極
め
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

JNTOの
平田真幸担当部長

KNT-CT ホールディングスの
池畑孝治執行役員

東洋大学の
矢ケ崎紀子准教授



　「ツーリズムEXPOジャパン2015」では9月25日（金）、旅行業界関係者を対象に多様なテーマで最新情報を紹介する
各種の業界向けセミナーが実施されます。また、今年6月に「美しい村30選」を発表したチームヨーロッパは、30選に入っ
た「美しい村」を中心とする観光素材やインフラなどについてのプレゼンテーションも予定しています（7ページに掲載）。

ビジネスチャンスが盛りだくさん
充実の業界向けセミナーにぜひご参加ください。

※ここに掲載したもの以外にも各種、多彩なセミナーが開催されます。セミナーの詳細はツーリズムEXPOジャパン公式サイトでご確認ください。

業界次世代リーダー育成事業 体験報告プレゼンテーション
「明日を拓く日本の旅行業の在り方―マレーシアの観光産業に学ぶ」
13:30～15:00　Aステージ （東1ホール内）
主催：第3期JATA若者トラベル研究会

海外卒業旅行企画コンテスト2015
海外企画旅行～

11:30～13:00　Bステージ （東4ホール内）
主催：JATA海外旅行推進部

プレミアム旅行商品の可能性と見込客の発掘
～商品造成から購入成立に至る「カスタマージャーニー」をデザインする～
13:30～15:00　Bステージ （東4ホール内）
主催：BUZZPORT／ツーリズムEXPOジャパン推進室
講師：株式会社BUZZPORT 江藤誠晃氏

EXPO特別セミナー
中央アジア集中セミナー「カザフスタン」
12:50～13:40　セミナールームA （東1ホール・1階会議室）
主催：ツーリズムEXPOジャパン推進室／JATA海外旅行推進部
講師：大使館／ツアーオペレーターなど関係者

EXPO特別セミナー
中央アジア集中セミナー「キルギス」
13:50～14:40　セミナールームA （東1ホール・1階会議室）
主催：ツーリズムEXPOジャパン推進室／JATA海外旅行推進部
講師：大使館／ツアーオペレーターなど関係者

EXPO特別セミナー
中央アジア集中セミナー「タジキスタン」
14:50～15:20　セミナールームA （東1ホール・1階会議室）
主催：ツーリズムEXPOジャパン推進室／JATA海外旅行推進部
講師：大使館／ツアーオペレーターなど関係者

EXPO特別セミナー
中央アジア集中セミナー「トルクメニスタン」
15:30～16:20　セミナールームA （東1ホール・1階会議室）
主催：ツーリズムEXPOジャパン推進室／JATA海外旅行推進部
講師：大使館／ツアーオペレーターなど関係者

EXPO特別セミナー
中央アジア集中セミナー「ウズベキスタン」
16:30～17:20　セミナールームA （東1ホール・1階会議室）
主催：ツーリズムEXPOジャパン推進室／JATA海外旅行推進部
講師：大使館／ツアーオペレーターなど関係者

「日本遺産(Japan Heritage)」 について
10:30～12:00　セミナールームB （東3ホール・1階会議室）
主催：JATA国内 ・訪日旅行推進部
講師：文化庁文化財部記念物課 加藤弘樹課長

平成26年度エコツーリズム大賞受賞
小岩井農場の挑戦「100年前の制服」で案内します！
12:30～14:00　セミナールームB （東3ホール・1階会議室）
主催：JATA国内 ・訪日旅行推進部
講師：小岩井農牧株式会社 首都圏営業担当部長 畑中氏ほか

長崎県の世界文化遺産を巡る
～学び、楽しみ、心安らぐ～
14:30～16:00　セミナールームB （東3ホール・1階会議室）
主催：JATA国内 ・訪日旅行推進部
講師：長崎学研究家／長崎県長崎学アドバイザー 本馬貞夫氏

九寨溝に続く中国のニューデスティネーションはここだ！
直行便も就航した中国最南端の貴州省セミナー
15:45～16:45　セミナールーム1
主催：JATA海外旅行推進部
講師：日本旅行東日本海外旅行商品部アジア・中国チーム 谷口和夫主任

障害者差別解消法とは
～旅行業者に求められる対応について～
16:30～18:00　セミナールーム2 （東1ホール・2階会議室）
主催：JATA社会貢献委員会
講師：観光庁観光産業課 谷口和寛課長補佐

免税制度の現状と今後の展開
10:30～12:00　セミナールーム4 （東3ホール・2階会議室）
主催：JATA国内 ・訪日旅行推進部
講師：一般社団法人ジャパンショッピングツーリズム協会 新津研一専務理事

マイナンバー対応準備
これをやっていないとNG～初回収集だけでは済まない落とし穴～
16：30～18 ：00　セミナールーム6（東5ホール・2階会議室）
主催：JATA総務部
講師：テンプグループ㈱インテリジェンス ビジネスソリューションズ コンサルティング統括部 松村正太郎氏

気象セミナー
「温暖化と異常気象～登山の注意」
12:30～14:00　セミナールーム4 （東3ホール・2階会議室）
主催：JATA国内 ・訪日旅行推進部
講師：気象予報士 村山貢司氏

日本の原点。農山漁村を楽しむ！
～グリーン・ツーリズムの ～
14:30～16:00　セミナールーム4 （東3ホール・2階会議室）
主催：JATA国内 ・訪日旅行推進部
講師：農林水産省農村振興局都市農村交流課／栃木県大田原市 
大田原ツーリズム 藤井社長／山形県飯豊町・農家民宿のお母様方

群馬県みなかみ町におけるインバウンド観光
～持続可能なアプローチ～
16:30～18:00　セミナールーム4 （東3ホール・2階会議室）
主催：JATA国内 ・訪日旅行推進部
講師：株式会社キャニオンズ マイク・ハリス 代表取締役

こんなネタがニュースになる！
～メディアに取り上げられやすいPR(広報)～
12:30-14:00　セミナールーム5 （東5ホール・2階会議室）
主催：JATA広報室
講師：テレビ東京 ワールドビジネスサテライト(WBS) 阿部将樹デスク
今の時代に求められる安心安全への取り組み
～外務省海外安全情報と、JATA改訂ガイドラインについて～
10:30～12:00　セミナールーム6 （東5ホール・2階会議室）
主催：JATA海外旅行推進部／外務省
講師：外務省領事局海外邦人安全課邦人援護官 伯耆田修氏／JATA
海外旅行推進部 村井秀彰担当副部長

直前特集



写
真
展
と
セ
ミ
ナ
ー
で
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

チ
ー
ム
ヨ
ー
ロ
ッ
パ「
美
し
い
村
30
選
」

直前特集

業界日セミナーで紹介される村々

（左上＝サンシルラポピー／フランス、右上＝コンウィ／英国、左下＝ギョルヤズ／トルコ、右下＝ポルヴォー／
フィンランド）

「美しい村30選」に選ばれたギョルヤス
周辺とトルコ「チッタスロー」の魅力
13:30-14:15　説明者＝大森正光氏（トルコ共和国大
使館・文化広報参事官室）

美しい村を商品化するに当たっての注意事項等
14:25-15:10　説明者＝写真家・若月伸一氏

「美しい村30選」に選ばれたコンウィ及
び英国ウェールズ地方の魅力
15:25-16:05　説明者＝ジム・ジョーンズ氏（英国ウェールズ

政府コンウィ行政区観光・コミュニティ・公共交通局局長）

「美しい村30選」に選ばれたポルヴォー
及びフィンランドの魅力
16:15-17:00　説明者＝能登重好氏（Visit Finland日
本代表）

「美しい村30選」に選ばれたサンシルラ
ポピーとリクヴィル及びフランスの魅力
17:15-18:00　説明者＝金田レイラ氏（フランス観光開
発機構）

チームヨーロッパ・業界日セミナー

　
J
A
T
A
チ
ー
ム
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
観
光
促
進
協
議
会
は
、
展
示
会
場
内
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
エ
リ
ア
に
設

営
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ブ
ー
ス
で
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
し
い
村
30
選
」
の
中
か
ら
、
ま
だ
知
ら
れ

て
い
な
い
地
域
の
魅
力
を
写
真
家
の
若
月
伸
一
氏
が
撮
影
し
た
写
真
を
パ
ネ
ル
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
美
し
い
村
30
選
」
の
認
知
度
向
上
を
図
る
と
同
時
に
、
そ
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ブ
ー
ス
で
業
界
向
け
と
消
費
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
9
月
25
日
に
実
施
さ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
別
掲
の
通
り
で
す
。

　
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ブ
ー
ス
に
近
接
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
エ
リ
ア
内
で
展
開
さ
れ

る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」
で
紹
介
さ
れ
る
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
の
紅

茶
も
試
飲
し
て
も
ら
い
、
多
面
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
魅
力
の
訴
求
を
図
り
ま
す
。



委員会・支部活動報告

外
務
省「
危
険
情
報
」の
表
現
を
変
更

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
改
訂

8
月
25
日　
第
2
回
役
員
会
（
幹
事
会
）
を
開

催
。

8
月
26
日　
海
外
旅
行
セ
ミ
ナ
ー
（
地
域
セ
ミ

ナ
ー
／
勉
強
会
）
を
苫
小
牧
市
で
開
催
。

8
月
28
日　

第
2
回
国
内
旅
行
委
員
会
を
開

催
。

9
月
1
日　

第
2
回
訪
日
旅
行
委
員
会
を
開

催
。

9
月
8
日　
海
外
旅
行
セ
ミ
ナ
ー
（
地
域
セ
ミ

ナ
ー
／
勉
強
会
）
を
北
見
市
で
開
催
。

9
月
9
日　
海
外
旅
行
セ
ミ
ナ
ー
（
地
域
セ
ミ

ナ
ー
／
勉
強
会
）
を
旭
川
市
で
開
催
。

8
月
20
日　
第
4
回
幹
事
会
を
開
催
。
福
島
県

観
光
交
流
局
へ
の
表
敬
訪
問
と
福
島
県
地
区
委

員
会
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
。

8
月
25
日　
国
内
旅
行
委
員
会
を
開
催
。
東
北

6
県
・
宮
城
県
バ
ス
協
会
と
の
意
見
交
換
会
を

実
施
。

8
月
26
日　
第
2
回
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
委
員
会
を

開
催
。

8
月
25
日　
関
東
運
輸
局
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
。

9
月
8
日　
北
陸
信
越
運
輸
局
と
の
意
見
交
換

会
を
開
催
。

8
月
3
日　
第
3
回
三
浦
ゼ
ミ
ク
レ
ー
ム
対
応

講
座
を
開
催
。

8
月
7
日　

第
2
回
海
外
旅
行
委
員
会
を
開

催
。

8
月
10
日　
第
2
回
国
内
・
地
域
振
興
委
員
会

を
開
催
。

8
月
18
日　
第
2
回
研
修
委
員
会
を
開
催
。

8
月
20
日　
第
3
回
支
部
幹
事
会
を
開
催
。

9
月
3
日　
第
4
回
三
浦
ゼ
ミ
ク
レ
ー
ム
対
応

講
座
を
開
催
。

8
月
6
日　
和
歌
山
地
区
委
員
会
を
開
催
。

8
月
25
日　

京
都
地
区
委
員
会
研
修
会
を
開

催
。

8
月
27
日　
関
西
か
ら
の
海
外
教
育
旅
行
と
語

学
研
修
セ
ミ
ナ
ー
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
。

9
月
3
日　
現
場
の
た
め
の
旅
行
契
約
の
基
礎

知
識
講
座
を
開
催
。

8
月
3
日　
イ
ベ
ン
ト
広
報
委
員
会
を
開
催
。

8
月
26
日　
海
外
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

9
月
1
日　
実
務
委
員
会
を
開
催
。

9
月
4
日　
国
内
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

8
月
11
日　
幹
事
会
を
開
催
。

9
月
3
日　
教
育
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

　

外
務
省
は
8
月
5
日
、9
月
1
日
か
ら「
渡
航

情
報
」の
名
称
を「
海
外
安
全
情
報
」へ
改
称
す

る
と
同
時
に
、「
危
険
情
報
」に
つい
て
は
、現
行
の

4
段
階
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
維
持
す
る
も
の
の
、危
険

の
度
合
い
の
記
述
を
分
か
り
や
す
い
表
現
に
改
め

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

現
行
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
で
あ
る「
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
」「
渡
航
の
是
非
を
検
討
し
て
く

だ
さ
い
」「
渡
航
の
延
期
を
お
勧
め
し
ま
す
」「
退

避
を
勧
告
し
ま
す
。渡
航
は
延
期
し
て
く
だ
さ

い
」と
い
う
4
段
階
につい
て
、左
記
に
変
更
し
、次

の
よ
う
な
説
明
に
改
め
て
い
ま
す
。

　
「
レベル
1
：
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」…
そ

の
国・地
域
への
渡
航
、滞
在
に
当
た
って
危
険
を

避
け
て
い
た
だ
く
た
め
、特
別
な
注
意
が
必
要
で

す
。

　
「
レ
ベル
2
：
不
要
不
急
の
渡
航
は
止
め
て
く

だ
さ
い
」…
そ
の
国・地
位
への
不
要
不
急
の
渡
航

は
止
め
て
く
だ
さ
い
。渡
航
す
る
場
合
に
は
特
別

な
注
意
を
払
う
と
と
も
に
、十
分
な
安
全
対
策

を
とって
く
だ
さ
い
。

　
「
レベル
3
：
渡
航
は
止
め
て
く
だ
さ
い（
渡
航

中
止
勧
告
）」…
そ
の
国・地
域
への
渡
航
は
、ど
の

よ
う
な
目
的
で
あ
れ
止
め
て
く
だ
さ
い
。

　
「
レベル
4
：
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。渡
航
は
止

め
て
く
だ
さ
い（
退
避
勧
告
）」…
そ
の
国・地
域
に

滞
在
し
て
い
る
方
は
滞
在
地
か
ら
、安
全
な
国・地

域
へ
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
状
況
で
は
、当
然

の
こ
と
な
が
ら
、ど
の
よ
う
な
目
的
で
あ
れ
新
た

な
渡
航
は
止
め
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
、全
国
旅
行
業
協
会
と
も
連
携

し
て
旅
行
会
社
に
よ
る
安
心
安
全
の
取
り
組
み

への
配
慮
を
外
務
省
に
要
望
し
、外
務
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
危
険
情
報
の
説
明
文
で
は
、発
出

対
象
が一般
的
な
個
人
旅
行
者
を
対
象
と
す
る

も
の
で
、安
全
対
策
を
講
じ
て
い
る
旅
行
会
社
に

よ
る
企
画
旅
行
と
は
異
な
る
こ
と
や
、旅
行
会

社
が
自
己
の
責
任
に
お
い
て
企
画
旅
行
の
実
施

を
判
断
し
て
い
る
こ
と
、旅
行
会
社
を
選
ぶ
際
に

安
全
対
策
を
判
断
基
準
に
入
れ
る
こ
と
、な
ど

に
も
言
及
、併
せ
て
J
A
T
A
が
観
光
庁
の
指

導
の
下
、旅
行
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
て

お
り
、海
外
旅
行
の
安
心
安
全
な
実
施
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
い
る
こ
と
も
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
で
は
今
回
の
変
更
も
踏
ま
え
て
、海

外
企
画
旅
行
の
実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
企
画
旅
行

の
実
施
に
お
け
る
外
務
省
海
外
安
全
情
報
への

対
応
と
考
え
方
）を
見
直
し
て
、安
全
対
策
の
具

体
例
示
な
ど
を
追
記
し
て
お
り
、8
月
6
日
付
の

会
員
宛
て
メ
ー
ル「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
速
報
」で
案
内
し
て

い
る
ほ
か
、「
海
外
安
全
情
報
」に
つい
て
の
考
え

方
を
ホ
ー
ムペ
ー
ジ（http://w

w
w
.jata-net.

or.jp/m
em
bership/safety/

）で
詳
細
に
紹

介
し
て
い
ま
す
。

関
東
支
部

東
北
支
部

九
州
支
部

中
部
支
部

北
海
道
支
部

沖
縄
支
部

関
西
支
部

中
四
国
支
部



第
８
回

　
中
国
を
取
り
巻
く
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
話

マ
ド
リ
ー
ド
通
信

熊
田

　順
一

国
連
世
界
観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）

本
部
ア
ジ
ア・
太
平
洋
部
門
コ
ラ
ボ
レ
ー
タ
ー

　
「
ア
ジ
ア
の
龍
＝
中
国
」。市
場
分
析
を
す
る
上

で
、そ
の
市
場
が
ど
の
く
ら
い
の
規
模
や
性
質
を

持
つの
か
を
知
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

ま
ず
、人
口
や
経
済
活
動
規
模
に
つい
て
確
認

し
た
い
。

　

中
国
は
、2
0
1
4
年
の
時
点
で
総
人
口

13
億
9
0
0
0
万
人（
女
性
比
率
48
％
。香
港

7
3
0
万
人・マ
カ
オ
60
万
人
を
除
く
）を
数
え

る
。

　

10
歳
〜
24
歳
の
若
年
層
人
口
は

2
億
7
0
0
0
万
人（
総
人
口
の
20
％
。米
国
と

同
水
準
）で
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
現
在
の
総
人
口

2
億
5
0
0
0
万
人
を
凌
ぐ
。こ
れ
か
ら
若
い
力

が
こ
の
国
を
支
え
て
い
く一方
で
、平
均
寿
命
も
男

性
74
歳・女
性
77
歳
と
伸
び
て
い
る
た
め
、高
齢
化

社
会
へ
突
入
し
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、2
0
3
0
年
の
14
億
5
0
0
0
万
人

を
ピ
ー
ク
に
、中
国
の
人
口
も
減
少
傾
向
に
転
じ

る
た
め
、現
在
、「一人
っ
子
政
策
」の
見
直
し
な
ど

を
進
め
て
い
る
。

　
次
に
、そ
の
経
済
規
模
につい
て
。

　
2
0
1
3
年
の
国
内
総
生
産（
名
目
G
D
P
）

は
約
9
兆
1
0
0
0
億
米
ド
ル（
日
本
の

4
兆
9
0
0
0
億
米
ド
ル
の
約
2
倍
）と
、世
界

第
2
位
で
国
民
総
所
得（
G
N
I
）も
G
D
P

と
同
額
の
9
兆
1
0
0
0
億
米
ド
ル
だ
が
、一

人
当
た
り
所
得
は
6
5
9
5
米
ド
ル（
日
本
の

4
万
0
0
6
8
米
ド
ル
の
1
6
.
5
％
）と
い
う

水
準
に
と
ど
まって
い
る
。現
在
の
中
国
市
場
は
ど

の
層
の
方
々
が
日
本
を
訪
れ
て
い
る
の
か
、お
客
様

と
の
取
り
引
き
や
行
動
を
見
な
が
ら
、是
非
と
も

日
々
現
場
で
お
客
様
と
対
応
す
る
皆
さ
ん
の
肌

感
覚
を
加
味
し
て
、将
来
の
中
国
市
場
と
長
期

的
な
付
き
合
い
方
を一緒
に
考
え
た
い
と
思
って
い

る
。

　

次
に
、観
光
を
取
り
巻
く
関
連
デ
ー
タ
に
つい

て
み
て
い
き
た
い
。

　

2
0
1
3
年
の
暦
年
で
中
国
が
送
り
出
し

た
旅
行
者
数
は
9
8
0
0
万
人（
前
年
比
18
％

増
）。行
き
先
の
1
位
が
香
港
で
約
4
0
0
0
万

人
、2
位
のマ
カ
オ
が
2
5
0
0
万
人
と
なって
お

り
、中
国
内
需
要
で
66
％
を
占
め
る
。実
質
的
に

越
境
す
る
渡
航
者
数
は
3
3
0
0
万
人
で
、韓

国
の
4
2
5
万
人
を
筆
頭
に
タ
イ
、台
湾
、米
国
、

そ
し
て
、実
質
5
位
の
日
本（
1
8
3
万
人
）と
い

う
順
と
な
る
。

　

旅
行
活
動
の
主
要
な
指
標
で
あ
る
2
0
1
4

年
に
お
け
る
世
界
各
空
港
の
利
用
者
数
は
、中

国
勢
が
上
位
を
占
め
る
。北
京
空
港
が
単
独
で

は
世
界
第
2
位
で
8
6
0
0
万
人
だ
が
、上
海

は
上
海
浦
東
の
5
2
0
0
万
人
と
上
海
虹
橋
の

3
8
0
0
万
人
を
合
わ
せ
る
と
9
0
0
0
万
人

に
達
し
て
、事
実
上
の
1
位
と
な
る
。以
下
、香

港（
10
位
）の
6
3
0
0
万
人
、広
州（
15
位
）の

5
5
0
0
万
人
、成
都（
38
位
）の
3
8
0
0
万

人
と
続
き
、そ
の
総
計
は
3
億
3
0
0
0
万
人
に

及
ぶ
。

　

日
本
は
東
京
の
羽
田
空
港
が
世
界

3
位
の
7
3
0
0
万
人
だ
が
、
成
田

（
45
位
）の
3
5
0
0
万
人
を
加
え
る
と
、

1
億
0
8
0
0
万
人
と
な
り
、1
位
の
ア
ト
ラ
ン

タ
を
抜
い
て
、世
界
で一番
忙
し
い
空
港
に
躍
り
出

る
。

　

さ
て
、世
界
一
忙
し
い
地
域
で
あ
る
東
京
と

3
億
3
0
0
0
万
人
を
扱
う
中
国
の
各
玄
関
口

を
ど
う
繋
げ
、あ
る
い
は
分
散
さ
せ
て
日
本
の
力

に
変
え
て
い
く
の
か
。現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　

香
港・マ
カ
オ
を
除
く
中
国
本
土
への
旅
行
者

数
の
順
位
は
、1
位
は
台
湾
が
5
1
3
万
人
、

2
位
の
韓
国
が
3
9
7
万
人
、3
位
の
日
本
が

2
8
9
万
人
と
続
く
。日
本
は
中
国
に
とって
重

要
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
し
、韓
国
の
人
口
比
水
準
を
考
え
る
と
、ま

だ
ま
だ
、日
本
か
ら
中
国
を
訪
れ
る
海
外
旅
行
者

が
低
い
レベル
に
と
ど
まって
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ど
の
時
代
に
お
い
て
も
、東
洋
の
中
心
と
し
て

世
界
を
魅
了
し
続
け
て
き
た
中
国
。ア
ジ
ア
の
国

際
観
光
の
け
ん
引
役
で
も
あ
る
が
、実
態
と
し
て

は
、中
国
の
国
内
需
要
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

　

国
内
観
光
が
成
熟
し
て
い
る
日
本
の
観
光
業

界
が
、中
国
に
提
供
で
き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
は

数
多
く
あ
る
は
ず
だ
。政
治・経
済
の
両
面
に
配

慮
し
な
が
ら
、丁
寧
か
つ
着
実
に
互
い
の
観
光
の

魅
力
を
高
め
ら
れ
る
良
き
隣
人
と
し
て
、一緒
に

歩
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
る
。



　
　 

業
法
改
正
の
歩
み
と
と
も
に
⑥

旅
行
業
約
款
の
個
別
認
可
申
請

連
載

　
旅
行
業
約
款
の
一
部
に
つ
い
て
旅
行
会
社
の
個
別
申
請
に
よ
る
認
可
が

実
現
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｘ
運
賃
な
ど
の
取
消
料
や
旅
程
保
証
制
度
に
お
け
る
変
更

補
償
金
な
ど
、
旅
行
業
界
に
と
っ
て
は
長
年
の
懸
案
だ
っ
た
課
題
に
つ
い

て
、
一
定
の
改
善
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

５
年
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

約
款
改
正
議
論

　

J
A
T
A
は
8
月
6
日
、東
京・霞
が

関
の
全
日
通
霞
が
関
ビ
ル
で「
募
集
型
企

画
旅
行
契
約
約
款
等
の
個
別
認
可
申
請

に
関
す
る
説
明
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、P
E
X
運
賃
な
ど
を
利
用
し

た
募
集
型
企
画
旅
行
に
つい
て
、P
E
X

運
賃
等
の
取
消
料・違
約
料
を
反
映
し
た

取
消
料
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
旅

行
業
約
款
と
、募
集
型
企
画
旅
行
お
よ

び
受
注
型
企
画
旅
行
で
宿
泊
施
設
が
よ

り
高
い
等
級
の
も
の
へ
変
更
に
な
っ
た
場

合
、変
更
補
償
金
の
支
払
い
対
象
と
し
な

い
こ
と
が
で
き
る
旅
行
業
約
款
が
、旅
行

会
社
各
社
の
個
別
申
請

に
よ
り
認
可
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
を
受
け
た

も
の
で
す
。

　

同
説
明
会
は
7
月

に
東
京
と
大
阪
で
開
催

さ
れ
て
お
り
、追
加
設

定
さ
れ
た
8
月
6
日
の

会
場
に
も
J
A
T
A

と
全
国
旅
行
業
協
会

（
A
N
T
A
）の
会
員

会
社
の
関
係
者
ら
約

1
5
0
人
が
集
ま
り
、

改
め
て
、募
集
型
企
画
旅

行
契
約
約
款
な
ど
の
個

別
認
可
申
請
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
ま
し
た
。

　

今
回
の
旅
行
業
約
款
な
ど
の
個
別
認

可
申
請
が
実
現
し
た
背
景
に
は
、次
の
よ

う
な
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。

　

J
A
T
A
で
は
、2
0
1
0
年
か
ら

標
準
旅
行
業
約
款
の
改
正
に
向
け
た
議

論
を
開
始
し
、2
0
1
1
年
初
め
に
は
、

観
光
庁
に
対
し
て「
取
消
料
の
見
直
し
」

や
約
款
の
規
定
の
不
明
確
な
部
分
の
明

確
化
な
ど
、約
款
の
改
正
に
関
わ
る
要
望

書
を
提
出
。こ
れ
を
受
け
て
、観
光
庁
は

2
0
1
1
年
7
月
、「
標
準
旅
行
業
約
款

の
見
直
し
に
関
す
る
検
討
会
」を
設
置

し
、見
直
し
に
向
け
た
議
論
が
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
なった
の
で
す
。

旅
行
会
社
側
と
消
費
者
側

で
異
な
る
見
解

　

標
準
旅
行
業
約
款
の
改
正
に
つ
い
て

は
、従
来
、国
土
交
通
省
や
観
光
庁
の
専

管
事
項
で
し
た
が
、2
0
0
9
年
9
月

に
消
費
者
庁
が
発
足
し
て
か
ら
は
、観
光

庁
と
消
費
者
庁
の
共
管
と
い
う
形
と
なっ

て
い
ま
す
。

　

検
討
会
で
は
、旅
行
会
社
側
と
消
費

者
側
と
の
間
で
、意
見
に
大
き
な
食
い
違

い
が
あ
っ
た
た
め
、旅
行
業
界
が
望
む
方

向
で
合
意
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

旅
行
業
界
と
し
て
は
、特
に
、ホ
テ
ル
の

デ
ポ
ジ
ッ
ト
や
P
E
X
運
賃
な
ど
で
は
、

早
い
段
階
か
ら
取
消
料
が
発
生
す
る
こ

と
か
ら
、旅
行
を
取
り
消
し
た
消
費
者
に

も
応
分
の
負
担
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
を
示
し
た
も
の
の
、消
費
者
側
か
ら
は

強
い
反
対
の
声
が
出
た
と
いい
ま
す
。

　

消
費
者
側
の
意
見
と
し
て
は
、消
費
者

契
約
法
に
示
さ
れ
て
い
る
平
均
的
損
害

額
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
と
、消
費
者

側
の
利
益
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

結
局
、こ
の
検
討
会
を
踏
ま
え
た
標

準
旅
行
業
約
款
の
改
正
と
し
て
は
、⑴

「
旅
行
開
始
後
」の
定
義
の
明
確
化
、⑵

暴
力
団
排
除
条
項
の
新
設
、な
ど
に
と
ど

ま
り
、旅
行
業
界
と
し
て
の
要
望
事
項

だ
っ
た
取
消
料
や
旅
程
保
証
の
問
題
に
つ

い
て
は
、改
正
さ
れ
る
ま
で
に
は
い
た
り

ま
せ
ん
で
し
た
。旅
程
保
証
の
問
題
は
、

欧
米
を
中
心
に
、サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
な

ど
か
ら「
過
剰
な
消
費
者
保
護
で
は
な
い

か
」と
い
う
指
摘
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た

こ
と
な
ど
か
ら
、旅
行
業
界
と
し
て
は
、

そ
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
が
急
務
と
なっ

て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
ら
の
課
題
は
、店
晒

し
の
ま
ま
持
ち
越
し
と
なった
の
で
す
。

負
担
だ
っ
た
問
題
点
を
改
善

す
る
内
容
に

　

そ
の
た
め
、標
準
旅
行
業
約
款
を
使

わ
な
い
場
合
に
は
、個
別
に
認
可
申
請
を

行
う
こ
と
に
なって
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

J
A
T
A
で
は
、取
消
料
と
旅
程
保
証

に
つい
て
、個
別
認
可
申
請
で
の
対
応
に

つい
て
観
光
庁
と
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

標
準
旅
行
業
約
款
の
改
正
は
、観
光
庁

と
消
費
者
庁
の
共
管
事
項
と
な
り
ま
す

が
、個
別
認
可
申
請
は
観
光
庁
の
専
管

事
項
で
す
。

　

観
光
庁
と
の
協
議
の
結
果
、昨
年
7
月

に
は
、検
討
会
の
議
論
で
も
消
費
者
側
の

抵
抗
感
が
小
さ
か
っ
た
受
注
型
企
画
旅

行
に
つい
て
、サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
が
定
め

る
取
消
料
に
つい
て
、利
用
者
に
請
求
で

き
る
と
いっ
た
約
款
の
変
更
が
、先
行
し

て
個
別
認
可
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、旅
程
保
証
制
度
に
つ
い
て
も
、

ホ
テ
ル
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
、従
来
は
、

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
さ
れ
て
も
変
更
補
償
金

の
支
払
い
対
象
と
な
り
ま
し
た
が
、今
回

は
、特
別
補
償
の
対
象
と
な
ら
な
い
形
に

約
款
を
変
更
し
て
、個
別
認
可
申
請
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、変
更
補
償
金
を
支
払

う
必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。

　

J
A
T
A
法
務・コン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室

で
は
、「
個
別
認
可
申
請
と
い
う
煩
わ
し

さ
を
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、こ
れ
ま

で
旅
行
会
社
の
負
担
と
な
って
い
た
問
題

点
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
た
」と
説

明
。「
会
員
各
社
に
は
、今
回
の
旅
行
業

約
款
の
個
別
認
可
申
請
に
つい
て
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、よ
り
魅
力
あ
る
ツ
ア
ー
を

旅
行
者
に
提
供
で
き
る
よ
う
、活
用
し
て

ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

（
取
材・文

　
鈴
木
清
美
）

説明会には JATAと ANTAの会員会社関係者約 150 人が参加し、関心の高さをうかが
わせました。



■
外
務
省　

危
険
情
報
の
変
更
が

意
味
す
る
も
の

９
月
１
日
よ
り
外
務
省
の「
海
外
安
全

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」で
発
信
さ
れ
て
い
る「
渡
航

情
報
」の
名
称
が「
海
外
安
全
情
報
」と
変

更
さ
れ「
危
険
情
報
」の
カ
テ
ゴ
リ
ー
表
記

も
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
変
更
は
実
に

13
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
り
、背
景
に
は
イ
ス

ラ
ム
過
激
派
組
織
I
S
I
L
に
よ
る
様
々

な
事
件
の
発
生
な
ど
国
際
情
勢
の
変
化
が

あ
り
ま
す
。今
回
の
変
更
の
も
う
一つ
の
ポ

イ
ン
ト
は
新
た
に「
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
説
明
」

が
加
え
ら
れ
た
点
で
す
が
、こ
の
説
明
文

言
は
旅
行
業
界
の
こ
れ
ま
で
の
旅
の
安
全
へ

の
対
策
を
踏
ま
え
た
記
載
と
な
って
お
り
、

今
回
の
変
更
に
合
わ
せ
て
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
も
海

外
企
画
旅
行
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
定
し

て
い
ま
す
。

■
平
時
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン
と
は

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
の
中
で
も
触
れ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、旅
行
業
危
機
管
理
は
今
ま

で
の
事
故
が
発
生
し
た
時
の
対
応
や
対
策

だ
け
で
は
な
く
昨
今
は
、平
時
の
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、ツ
ア
ー
の
企
画・造
成
時
の
委

託
先
選
定・情
報
収
集
や
催
行
判
断・催
行

時
の
安
全
確
保
な
ど
の
通
常
の
業
務
に
つい

て
も
、各
種
チ
ェッ
ク
項
目
を
設
け
リ
ス
ク
を

整
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば「
①
企
画
段
階
に
お
け
る
安
全

確
保
」に
お
い
て
は
、経
験
値
の
高
い
複
数

の
社
員
と
共
に
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
ガ

イ
ド
も
参
加
し
て
リ
ス
ク
の
洗
い
出
し
を

す
る
こ
と
が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。洗
い

出
し
た
リ
ス
ク
は
、自
然
現
象
や
社
会
情

勢
な
ど
外
的
要
因
に
よ
っ
て
発
生
す
る
外

部
リ
ス
ク
と
参
加
者
自
身
や
旅
行
会
社
側

の
ミ
ス
等
に
よ
って
発
生
す
る
内
部
リ
ス
ク

に
大
別
し
て「
催
行
判
断
基
準
」を
作
成

し
ま
す
。

ま
た「
②
手
配
段
階
に
お
け
る
安
全
確

保
」と
し
て
は
、旅
行
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関

の
選
定
の
際
に
当
該
会
社
の
緊
急
時
の
対

応
体
制
や
安
全
確
保
の
た
め
の
マ
ニュ
ア
ル

の
有
無
な
ど
、確
認
す
べ
き
項
目
を
あ
ら

か
じ
め
定
め
社
内
で
共
有
し
て
お
く
こ
と

や
、ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
事
前
に
緊
急

時
の
対
応
要
領
を
共
有
し
た
上
で
事
故

対
策
協
定
書
を
締
結
す
る
こ
と
な
ど
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。併
せ
て
手
配
段
階

の
進
捗
状
況
を
社
内
報
告
し
記
録
す
る

こ
と
も
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に「
③
販
売
段
階
に
お
け
る
危
険・リ

ス
ク
情
報
の
提
供・旅
行
実
施
段
階
に
お

け
る
安
全
確
保
」と
し
て
、自
然
災
害
や

感
染
症・暴
動
な
ど
人
的・物
的
被
害
の
発

生
が
想
定
さ
れ
る
場
合
と
ス
ト
な
ど
催
行

自
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
場
合
に
大
別
し
て
、起
こ
り
う
る
リ
ス
ク

を
確
認
し
情
報
を
収
集
し
て
お
く
こ
と
を

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆

様
は
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
Ｈ
Ｐ
上
で
東
京
海
上
日

動
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
社
の
発
行
す

る「
海
外
安
全
ト
ピ
ッ
ク
ス
」海
外
危
険
日

情
報
」を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。こ
れ
ら
の

ニュ
ー
ス
や
政
府
関
連
機
関
等
が
発
信
す

る
情
報
を
活
用
し
て
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高

く
張
って
情
報
収
集
と
リ
ス
ク
判
断
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
旅
行
業
危
機
管
理
は
、平

時
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
新
た
な

フェー
ズ
に
入
っ
た
と
言
え
ま
す
。

■
一
人
ひ
と
り
の
基
本
行
動
に
組
み

込
み
浸
透
さ
せ
る

平
時
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
践
す

る
に
あ
た
っ
て
は
経
営
者
自
ら
の
理
解
と

積
極
的
関
与
が
不
可
欠
で
す
が
、実
際
に

そ
の
具
体
的
な
対
策
や
対
応
を
機
能
さ
せ

る
た
め
に
は
社
員
ひ
と
り
一
人
に
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
意
識
を
根
付
か
せ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
リ
ス

ク
の
把
握
や
情
報
確
認
等
の
基
本
行
動
を

い
か
に
日
常
業
務
の
中
に
組
み
込
み
浸
透

さ
せ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。東

京
海
上
日
動
で
は「
旅
行
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」の
構
築
に
向
け
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

や
各
種
社
内
マニュア
ル
作
成
支
援
な
ど
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

シリーズ ： 『挑戦』を支えるもの
～③旅行安全マネジメントは「平時」のリスクマネジメントがポイント～

（東京海上日動火災保険株式会社 旅行業営業部）



日
本
国
内
を
は
じ
め
、北
東
ア
ジ
ア
や

世
界
各
国
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
業
界
の

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
が
集
ま
る
国
際
会
議〝

W
I
T 
J
A
P
A
N（
W
e
b 

i
n 

T
r
a
v
e
l 
J
a
p
a
n
）〞が
6
月

5
日
、東
京・台
場
の
ホ
テ
ル
日
航
東
京
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
議
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た

旅
行
・ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
業
界
に
関
す
る

調
査
研
究
を
行
って
い
る
フ
ォ
ー
カ
ス
ラ
イ
ト

に
よ
る
と
、世
界
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
市

場
が
拡
大
す
る
中
で
、特
に
、ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
で
は
、従
来
の
P
C
を
通
じ
た
取
引

形
態
か
ら
モ
バ
イ
ル
端
末
を
利
用
し
た
旅

行
取
引
が
急
速
に
増
加
し
て
お
り
、特
に
、

中
国
で
は
、航
空
機
を
利
用
し
た
直
近
の
旅

行
で
モ
バ
イ
ル
端
末
か
ら
フ
ラ
イ
ト
の
予
約

を
行
っ
た
比
率
が
75
％
に
達
し
た
と
い
う
調

査
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

中
国
ほ
ど
急
速
な
ペ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、日
本
に
お
け
る
モ
バ
イ
ル
端
末
を
利

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
取
引
の
割
合
も
、

2
0
1
2
年
の
10
％
か
ら
2
0
1
4
年
に

は
15
％
ま
で
上
昇
し
、2
0
1
6
年
に
は
さ

ら
に
23
％
ま
で
拡
大
す
る
と
み
ら
れ
て
お

り
、加
速
の
度
合
い
は
着
実
に
増
し
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、フ
ォ
ー
カ
ス
ラ
イ
ト
が
行
っ
た
別
の

調
査
で
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
取
引
の
市
場

で
起
業
す
る
新
規
企
業
へ
の
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
状
況
も
、2
0
0
5
〜
2
0
0
9
年
に

は
資
金
総
額
の
66
％
が
北
米
に
集
中
し
て

い
ま
し
た
が
、2
0
1
0
〜
2
0
1
3
年
に

は
北
米
が
37
％
に
低
下
し
て
ア
ジ
ア
太
平

洋
が
30
％
に
上
昇
、2
0
1
4
年
に
は
北
米

が
27
％
ま
で
後
退
す
る
一
方
、ア
ジ
ア
太
平

洋
が
55
％
に
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
、過
半
を
占

め
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、2
0
0
5
〜
2
0
0
9
年
の
5

年
間
で
2
億
2
8
0
0
万
米
ド
ル
だ
っ
た
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
規
模
も
、2
0
1
4
年
だ

け
で
約
10
倍
の
22
億
米
ド
ル
ま
で
増
加
し

て
お
り
、ア
ジ
ア
太
平
洋
へ
の
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
額
が
著
し
い
伸
び
を
続
け
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

今
年
の〝
W
I
T 

J
A
P
A
N
〞で
目

玉
と
な
っ
た
日
本
の
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
市

場
に
特
化
し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン〝
O
T
A
s
：

T
h
e 

L
o
c
a
l 

F
r
o
n
t
〞に

は
、一
休
や
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
、じ
ゃ
ら
ん
ネ
ッ

ト
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ト

ラ
ベ
ル
エ
ー
ジ
ェン
ト（
O
T
A
）に
加
え
て
、

J
T
B
や
エ
イ
チ・ア
イ・エ
ス
と
いっ
た
旅
行

会
社
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
場
の
担
当
者
な

ど
も
登
壇
し
、日
本
の
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

お
け
る
最
も
ホ
ッ
ト
な
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
取

引
の
現
状
を
紹
介
し
ま
し
た
。

エ
イ
チ・ア
イ・エ
ス
の
高
野
清
執
行
役
員

に
よ
る
と
、同
社
の
取
り
扱
い
全
体
に
占
め

る
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
の
割
合
は
、人
数
ベ
ー
ス

で
30
％
、売
上
ベ
ー
ス
で
21
〜
22
％
と
な
っ
て

お
り
、2
0
1
4
年
は
人
数
ベ
ー
ス・売
上
ベ

ー
ス
と
も
に
前
年
比
で
7
〜
8
％
増
を
示

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、同
社
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
取
り
扱
い

に
占
め
る
海
外
の
航
空
券
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
の
シ
ェ
ア
は
、航
空
券
の
11
％
に
対
し
て

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が
3
倍
の
33
％
に
達
し

て
お
り
、高
野
執
行
役
員
は
、パッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
の
比
率
が
高
い
理
由
に
つ
い
て
、「
テ
レ

ビ
で
C
M
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
影

響
し
て
い
る
」と
分
析
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
の
国
内
旅
行

と
海
外
旅
行
の
比
率
は
13
対
87
で
、9
割

近
く
が
海
外
と
な
っ
て
い
る
の
も
同
社
の
特

徴
で
す
。

i
・
J
T
B（
ア
イ
ド
ッ
ト
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー

ビ
ー
）の
今
井
敏
行
代
表
取
締
役
社
長
は
、

「
1
0
0
年
も
前
か
ら
日
本
中
に
店
舗

を
展
開
し
て
、店
頭
で
旅
行
を
売
っ
て
き
た

J
T
B
で
は
、現
在
も
直
営
店
が
8
0
0

あ
る
ほ
か
パ
ー
ト
ナ
ー
店
も
含
め
る
と

1
0
0
0
を
超
え
る
店
店
舗
で
旅
行
商

品
を
販
売
し
て
い
る
」と
説
明
し
、リ
ア
ル

の
取
り
扱
い
が
同
社
の
中
心
で
あ
る
こ
と

を
強
調
。そ
の一
方
で
、「
2
0
0
6
年
に
約

1
兆
2
0
0
0
億
円
の
売
り
上
げ
全
体
に

占
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
シェア
は
5
〜
6
％
程

度
だ
っ
た
の
が
、2
0
1
4
年
に
な
る
と
売

り
上
げ
規
模
が
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
中

で
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
シ
ェ
ア
は
16
％
に
達
し
て

い
る
」と
語
り
、そ
の
比
率
が
着
実
に
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。今
井

社
長
に
よ
る
と
、2
0
2
0
年
に
は
30
％
弱

く
ら
い
ま
で
シェア
が
拡
大
す
る
見
通
し
で
、

「
リ
ア
ル
の
取
り
扱
い
が
中
心
と
は
言
え
、

こ
こ
2
年
く
ら
い
で
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
が
急

速
に
拡
大
し
て
い
る
」こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
に
占
め
る
モ
バ
イ

ル
比
率
も
、ブ
ッ
キ
ン
グ
ベ
ー
ス
で
既
に
50
％

程
度
ま
で
達
し
て
お
り
、「
海
外
が
20
％
、国

内
が
30
％
く
ら
い
だ
が
、ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
数

は
急
激
に
増
え
て
き
て
い
る
」と
い
い
ま
す
。

さ
ら
に
、J
T
B
で
は
、今
年
4
月
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
顧
客
の
I
D
や
ポ
イ
ン

ト
と
全
国
8
0
0
店
舗
の
リ
ア
ル
顧
客
の

I
D
と
ポ
イ
ン
ト
を
一
本
化
し
、オ
ン
ラ
イ
ン

取
引
で
も
実
取
引
で
も
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま

る
シ
ー
ム
レ
ス
な
販
売
体
制
を
構
築
。今
井

社
長
は
、「
お
客
様
へ
高
度
な
情
報
発
信
と

商
品
提
供
を
行
う
環
境
が
出
来
た
の
で
、

C
R
M
戦
略
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」と
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。

（
取
材・文　

鈴
木
清
美
）

連載企画   IT新時代への道筋

第
3
回　

急
速
に
進
む
モ
バ
イ
ル・オ
ン
ラ
イ
ン
取
引

“WIT JAPAN”の目玉となったセッション“OTAs：The Local Front”
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の
変
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暑
い
夏
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、も
う
す
ぐ
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

が
始
ま
り
ま
す
。募
集
型
企
画
旅
行
で
の
オ
ー
バ
ー
ブ
ッ
ク
に
よ
る

ホ
テ
ル
変
更
で
、グ
レ
ー
ド
が
上
の
ホ
テ
ル
に
案
内
し
、お
客
様
も

満
足
し
て
い
る
の
に
、ど
う
し
て
変
更
補
償
金
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
と
思
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。確
か
に
現

行
約
款
の
定
め
で
は
変
更
補
償
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、今
般
、旅
程
保
証
約
款（
通
称
）の
個
別
認
可
を
受
け
れ
ば
、一

定
の
条
件
の
下
で
変
更
補
償
金
を
支
払
わ
な
く
て
も
済
む
よ
う
に

な
り
ま
す
。今
回
は
現
行
約
款
に
よ
る
現
時
点
で
の
対
応
を
例
に

考
え
て
み
ま
す
。

申
出
内
容
は
こ
う
で
す

　

海
外
パッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
が
、現
地
空
港
到
着
後
、

出
迎
え
に
来
た
ガ
イ
ド
か
ら
オ
ー
バ
ー
ブッ
ク
で
ホ
テ
ル
が
変
わ
る

と
聞
か
さ
れ
た
。連
れ
て
行
か
れ
た
ホ
テ
ル
は
な
か
な
か
の
ホ
テ
ル

で
満
足
し
て
帰
って
き
た
が
、友
人
が「
ツ
ア
ー
で
オ
ー
バ
ー
ブ
ッ
ク

に
よ
る
ホ
テ
ル
の
変
更
な
ら
変
更
補
償
金
が
も
ら
え
る
は
ず
」と

言
う
の
で
旅
行
会
社
に
聞
い
て
み
た
。と
こ
ろ
が
旅
行
会
社
は
、「
ホ

テ
ル
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
の
で
す
か
ら
変
更
補
償
金
は
支
払
い

ま
せ
ん
。」と
の
回
答
だっ
た
。自
分
で
も
旅
行
条
件
書
を
見
て
確

認
し
た
と
こ
ろ
、「（
運
送
機
関
の
オ
ー
バ
ー
ブック
に
よ
る
）運
送
機

関
の
種
類
又
は
会
社
名
の
変
更
」に
つい
て
は
、「
等
級
が
よ
り
高
い

も
のへの
変
更
を
伴
う
場
合
に
は
適
用
し
ま
せ
ん
。」と
の
記
載
が

あ
る
が
、宿
泊
機
関
に
つい
て
そ
の
よ
う
な
取
扱
い
を
す
る
旨
の
記

載
は
見
当
た
ら
な
い
。本
当
に
変
更
補
償
金
は
支
払
わ
れ
な
い
の

か
。現

行
標
準
約
款
に
よ
る
解
決

　

標
準
旅
行
業
約
款
募
集
型
企
画
旅
行
契
約
の
部（
以
下「
約

款
」と
い
う
。）第
29
条
第
1
項
で
企
画・実
施
旅
行
会
社
は
、い
わ

ゆ
る
オ
ー
バ
ー
ブ
ッ
ク
に
よ
る
重
要
な
変
更（
別
表
第
二
上
欄
）が

生
じ
た
場
合
に
は
変
更
補
償
金
を
支
払
う
こ
と
に
なって
い
ま
す
。

ま
た
同
表
下
欄
注
4
に
は
、「
第
四
号
に
掲
げ
る
運
送
機
関
の
会

社
名
の
変
更
に
つい
て
は
、等
級
ま
た
は
設
備
が
よ
り
高
い
も
のへの

変
更
を
伴
う
場
合
に
は
適
用
し
ま
せ
ん
。」と
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、今
回
の
事
案
は
、同
表
上
欄
第
七
号「
宿
泊
機
関
の
名

称
変
更
」に
該
当
し
ま
す
の
で
、1
泊
に
つ
き
旅
行
代
金
の
2
％
相

当
額
の
変
更
補
償
金
を
支
払
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

旅
程
保
証
約
款
に
よ
る
解
決

　

今
回
の
よ
う
な
場
合
で
も
旅
程
保
証
約
款（
通
称
）の
個
別
認

可
を
受
け
れ
ば
、10
月
1
日
以
降
に
旅
行
契
約
を
締
結
す
る
企
画

旅
行
に
つい
て
は
、一定
の
条
件
の
下
で
変
更
補
償
金
を
支
払
わ
な

く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、募
集
型
お
よ
び
受
注
型
企
画
旅
行
で
、宿
泊
機
関
の

名
称
が
い
わ
ゆ
る
オ
ー
バ
ー
ブッ
ク
の
原
因
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場

合
、変
更
後
の
宿
泊
機
関
が
、契
約
書
面（
最
終
書
面
）に
記
載
し

た
宿
泊
機
関
よ
り
高
い
等
級
の
も
の
で
あ
った
と
き
に
は
、変
更
補

償
金
の
支
払
い
対
象
と
は
し
な
い
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
場
合
に
、宿
泊
機
関
の
等
級
は
旅
行
業
者
が
定
め
た
基
準

に
よ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、自
社
で
い
わ
ゆ
る「
ホ
テ
ル
リ
ス

ト
」（
発
効
日
記
載
が
必
要
）を
定
め
て
、こ
れ
を
あ
ら
か
じ
め
取

引
条
件
書
面
お
よ
び
契
約
書
面
に
記
載
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
旅
程
保
証
約
款
で
対
象
と
す
る「
変
更
」は
、グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
さ
れ
た
宿
泊
機
関
の「
名
称
変
更
」の
み
で
す
。グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
さ
れ
た
ホ
テ
ルへの
名
称
変
更
に
よ
り
、同
時
に
客
室
の
種

類
、設
備
、景
観
そ
の
他
の
客
室
条
件
の
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
、

こ
の
部
分
に
つい
て
は
、変
更
補
償
金
の
支
払
い
対
象
と
な
る
こ
と

に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、個
別
認
可
約
款
申
請
の
詳
細
は
、当
協
会
ホ
ー
ムペ
ー
ジ

の
法
務
コン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
会
員
専
用
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。



法
務
・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室

（
監
修 

弁
護
士

　
三
浦
雅
生
）

第
35
回 

障
害
者
差
別

解
消
法
と
は
？（
そ
の
２
）

法務の窓口
　
前
回
（
第
34
回
）
で
障
害
者
差
別
解
消
法
の
概
要
を
お
伝
え

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
続
き
で
す
。

旅
行
業
は
判
り
づ
ら
い

　
こ
の
法
律
への
対
応
に
あ
た
り
、
先
ず
「
旅
行
業
と
は
何
か
？
」
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
い
き
な
り
何
な
の
？
」
と
突
っ
込
ま
れ

そ
う
で
す
が
、例
え
ば
募
集
型
企
画
旅
行
で
は「
○
○
ツ
ア
ー
」と
ネ
ー

ミ
ン
グ
を
し
て
旅
行
代
金
も
ワ
ン
プ
ラ
イ
ス
の
包
括
料
金
で
お
客
様
か

ら
収
受
し
て
い
ま
す
。
い
き
お
い
、
お
客
様
か
ら
は
、
旅
行
業
者
が
旅

行
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
請
負
って
い
る
の
だ
か
ら
〝
旅
行
中
の
問
題
は

旅
行
業
者
が
解
決
す
べ
き
で
あ
る
〞
と
し
て
、
障
害
者
の
バス
の
乗
降
、

ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
介
助
等
も
添
乗
員
が
行
う
の
は
ご
く
当
然

で
あ
る
か
の
よ
う
に
世
間
で
は
受
け
止
め
ら
れ
が
ち
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
旅
行
業
者
は
旅
行
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

自
体
を
請
け
負
って
い
る
も
の
で
は
な
く
、
添
乗
員
も
旅
程
管
理

を
行
う
こ
と
が
本
来
の
業
務
で
あ
って
介
助
等
は
そ
れ
に
付
随
す

る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

運
送
機
関
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
施
設
な
ど
サ
ー
ビ
ス
提
供
機

関
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
を
手
配
し
た
り
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
旅
程
を
管
理
す
る
旅
行
業
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ

主
体
と
なって
対
応
す
べ
き
事
柄
は
自
ず
と
異
な
り
ま
す
。
サ
ー

ビ
ス
提
供
機
関
と
旅
行
業
者
の
役
割
を
き
ち
ん
と
区
別
し
て
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

基
本
方
針
は
基
本
書

　
さ
て
、法
第
6
条
で
は
政
府
が
「
基
本
方
針
」
を
定
め
る
こ
と
、

そ
の
内
容
は
、
障
害
を
理
由
と
し
た
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
基

本
的
な
方
向
性
、
行
政
機
関
等
や
事
業
者
が
講
ず
べ
き
基
本
的

な
事
項
、
内
閣
総
理
大
臣
は
閣
議
決
定
を
し
て
公
表
す
る
こ
と

等
が
規
定
さ
れ
、
本
年
2
月
24
日
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
（
内
閣

府
の
ウェブペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
）。

　
「
事
業
者
が
何
を
な
す
べ
き
か
」を
考
え
る
に
は
、先
ず
こ
の「
基

本
方
針
」
を
〝
基
本
書
（
入
門
書
）〞
と
し
て
読
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

考
え
方
は
基
本
書
に

　
と
い
う
訳
で
、「
基
本
方
針
」
に
は
、
①
方
向
性
、
②
行
政
機

関
等
と
事
業
者
が
共
通
し
て
講
ず
べ
き
措
置
、
③
行
政
機
関
等

と
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
講
ず
べ
き
措
置
、④
そ
の
他
の
重
要
事
項
、

に
つい
て
法
律
の
規
定
と
考
え
方
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
①
で
は
、障
害
者
に
対
す
る
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
と
「
合

理
的
配
慮
の
不
提
供
」
を
差
別
と
規
定
し
、
行
政
機
関
等
や
事
業

者
に
対
し
て
、
障
害
を
理
由
と
し
た
差
別
の
解
消
に
向
け
た
具
体
的

な
取
り
組
み
を
求
め
、
障
害
者
も
含
め
た
国
民一人
ひ
と
り
の
自
発

的
な
取
り
組
み
を
促
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
障
害
者
と
は
「
障
害

が
あ
る
者
で
あ
って
、
障
害
及
び
社
会
的
障
壁
に
よ
り
継
続
的
に
日

常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を
受
け
る
状
態
に
あ
る
も

の
」、事
業
者
と
は
、「
商
業
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
者
」を
いい
ま
す
。

　

②
で
は
、「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
と
「
合
理
的
配
慮
の
不

提
供
」
の
記
述
で
す
。
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
と
は
、「
正
当
な

理
由
な
く
、
障
害
者
を
、
問
題
と
な
る
事
務
・
事
業
に
つい
て
本

質
的
に
関
係
す
る
諸
事
情
が
同
じ
障
害
者
で
な
い
者
よ
り
不
利
に

扱
う
こ
と
」、
合
理
的
配
慮
と
は
、「
障
害
者
が
個
々
の
場
面
に
お

い
て
必
要
と
し
て
い
る
社
会
的
障
壁
を
除
去
す
る
た
め
の
必
要
か

つ
合
理
的
な
取
組
で
あ
り
、
そ
の
実
施
に
伴
う
負
担
が
過
重
で
な

い
も
の
」
と
し
、
そ
の
考
え
方
等
を
詳
述
し
て
い
ま
す
。

　
③
で
は
、
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
は
行
政
機
関
等
と
事
業
者
と
も

に一律
に
禁
止
さ
れ
る
こ
と
、
合
理
的
な
配
慮
を
提
供
す
る
こ
と
は
、

行
政
機
関
等
に
は
法
的
義
務
が
あ
る一方
で
、
障
害
者
と
の
関
係
が

多
種
多
様
で
あ
る
事
業
者
に
は
努
力
義
務
と
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
行

政
機
関
等
の
長
は
職
員
の
服
務
規
律
の一環
と
し
て
「
対
応
要
領
」

を
定
め
ま
す
が
、
国
に
は
定
め
る
義
務
が
あ
る一方
で
、
地
方
公
共

団
体
等
に
は
地
方
分
権
の
観
点
か
ら
努
力
義
務
と
さ
れ
ま
す
。

　
事
業
者
と
の
関
係
で
は
、
主
務
大
臣
は
事
業
者
が
講
ず
べ
き
「
対

応
指
針
」
を
定
め
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
次
に
読
む
べ
き
〝
専
門
書
〞

と
な
り
ま
す（
こ
れ
を
書
い
て
い
る
時
点
で
は
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）。

　

④
で
は
、
環
境
の
整
備
や
啓
発
活
動
と
し
て
、
相
談
窓
口
の
設

置
や
研
修
、
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
を
組
織
す
る

こ
と
等
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

主
旨
の
理
解
を

　
「
で
は
、具
体
的
な
対
応
は
？
」
と
先
を
急
ぎ
た
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
障
害
を
理
由
と
し
た
差
別
の
解
消
は
国
民一人

ひ
と
り
の
自
発
的
な
取
組
で
す
。〝
急
が
ば
回
れ
〞
の
例
え
ど
お

り
、「
基
本
方
針
」
の
主
旨
を
理
解
す
る
こ
と
が
具
体
的
な
対
応

の
出
発
点
と
な
る
の
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
江
）



要人往来
「ツーリズムEXPOジャパン2015」が目前に迫り、
JATA本部を訪れる要人の方々も、改めて、旅行
業界を通じて日本の海外旅行市場にアプローチ
する重要性への認識を深めながら、自国への旅
行者誘致に向けて様々な努力を重ねています。ニッタヤー・ウワムピッタヤー　タイ国政府観光庁（TAT）東京事務所長（中央右）と後任のパッ

タラアノン・ナチェンマイ氏（中央左）

フレデリック・マゼンク　フランス観光開発機構在日代表／アジア・太平洋･中東地区統括責任
者（中央右）、右は中村理事長

中村理事長に記念品を贈呈する李景平　大連市旅遊局長

チョ･ギュヨン　アシアナ航空副社長・旅客本部長（左） バチルダS.ブリアン　駐日大使

MERS終息で日本からモニターツアー実施
韓国  7月22日（水）
チョ･ギュヨン　アシアナ航空副社長・旅客本部長
JATA本部を表敬訪問し、「MERSが終息に向かっているこ
とをアピールするため、日本の旅行業界・自治体の関係者やメ
ディアを対象にモニターツアーを実施する」と説明。「早急に両
国の観光交流が平常に戻るよう、JATAの力を借りながら努
力していきたい」と協力を要請。中村理事長らは、「モニターツ
アーに加えて、マスコミなどを絡めたキャンペーンを展開すれ
ば、効果が期待できる」と指摘し、「MERSの終息に伴って、旅
行業界の関係者や一般紙などに積極的にアピールしてくださ
い」と応じました。 新しい形での大規模キャンペーンを検討

フランス 7月31日（金）
フレデリック・マゼンク　フランス観光開発機構在日代表
／アジア・太平洋･中東地区統括責任者
JATA本部を訪問して、「フランス観光開発機構は毎年、日
本の旅行業者とのワークショップも含めたB2Bの販売促進
活動を行っている」と説明し、「今後、新しい形での大規模
なキャンペーンを検討しており、JATAのアイデアや協力を
いただきたい」と共同展開の可能性を打診。中村理事長ら
は、「欧州の中でも最も人気のあるデスティネーションだが、
一般旅行者への継続的なアピールが必要」と指摘し、新た
な形でのツーリズムEXPOジャパンへの参加も検討するよう
要請しました。

観光分野への投資を拡大
タンザニア  7月30日（木）
バチルダS.ブリアン　駐日大使
新任挨拶で中村理事長を表敬訪問し、「世界遺産をはじめ
観光資源が多彩で、フォトサファリツアーやキリマンジャロ山ツ
アー、カルチャーツアーなど様々な商品が提供できる」と語っ
て、「今後、観光分野への投資も拡大していくので、JATAに
も協力していただきたい」と要請。中村理事長らは、「タンザ
ニアはポテンシャルの大きい観光地であり、安心安全の面で
も問題が少ないので、まず、需要開発を行うことが重要です。
JATAとしても、協力します」と応えました。

JATAとの協力でさらなる二国間交流を
タイ  8月4日（火）
ニッタヤー・ウワムピッタヤー　タイ国政府観光庁（TAT）
東京事務所長
退任の挨拶と後任のパッタラアノン・ナチェンマイ氏を紹介する
ため、中村理事長を訪問。「JATAとTATの協力で進んだ二
国間交流をさらに拡大するため、新たなプロジェクトも実施す
る予定で、引き続き、協力をお願いしたい」と要請。中村理事長
は、「双方向交流の拡大はニッタヤー所長の努力の成果であ
り、今後もJATAとTATの協力関係を継続していきたい」と応
えました。

日本からのクルーズ観光も視野に
中国  8月4日（火）
李景平　大連市旅遊局長
JATA本部を訪れ、「中国国内から旅行者が増えており、
日本からの旅行者ももっと誘致したい。クルーズで日本を訪
れる中国人旅行者も増えているので、クルーズ観光の可
能性なども含め、日本から自治体や旅行会社を招いて観
光フォーラムなどを開催したい」と説明。中村理事長は、「日
本では大型クルーズ船に対応できる港が限定されており、
政府や自治体との協力関係の維持が必要」と語り、「ツーリ
ズムEXPOジャパンで一般旅行者や旅行業界関係者にア
ピールしてください」と応じました。



Travel Industry Monthly Report

◆Note 1. The figures for Jan.-Nov.2014 are provisional, while ＊ stands for the preliminary figures estimated by JNTO.
◆Note 2. Provisional and definitive figures for Visitor Arrivals are compiled by JNTO (source: Ministry of Justice), and 
provisional and definitive figures for Japanese Overseas Travelers are provided by the Ministry of Justice.

◆Note 3. The figures in ( ) represent the number of tourists among the total.

2015 Visitor Arrivals & Japanese Overseas Travelers （Unit: Persons）

Visitor Arrivals Japanese Overseas Travelers 
Month 2014 2015 Change % 2014 2015 Change %

1
Jan.

944,009 
(730,519) 1,218,393 29.1

(33.9) 1,253,404 1,235,612 －1.4

2
Feb.

880,020 
(688,902) 1,386,982 57.6

(75.2) 1,404,873 1,257,154 －10.5

3
Mar.

1,050,559 
(802,434) 1,525,879 45.2

(54.1) 1,596,751 1,534,026 －3.9

4
Apr.

1,231,471 
(1,020,474) 1,764,691 43.3 1,189,132 1,144,833 －3.7

5
May.

1,097,211 
(892,577) 1,641,734 ＊49.6 1,280,765 1,262,103 ＊－1.5

6
Jun.

1,055,273 
(866,883) ＊1,602,200 ＊51.8 1,289,029 1,190,805 ＊－7.6

7
Jul.

1,270,048 
(1,080,552) ＊1,918,400 ＊51.0 1,414,912 ＊1,320,000 ＊－6.7

8
Aug.

1,109,569 
(903,919) 1,783,127

9
Sep.

1,099,102 
(846,241) 1,520,863

10
Oct.

1,271,705 
(1,029,922) 1,417,766

11
Nov.

1,168,427 
(943,831) 1,355,246

12
Dec.

1,236,073 
(1,074,350) 1,397,520

1～7
Jan.-Jul.

7,528,591
(5,001,789) ＊11,058,300 ＊46.9 9,428,866 ＊8,944,500 ＊－5.1

1～12
Jan.-Dec.

13,413,467
(10,880,604) 16,903,388



To Be The “World’s Largest” Event in 2016

JATA Tourism Expo Japan

Aomori Nebuta matsuri



The Japan Travel and Tourism Association and the 
Japan Association of Travel Agents (JATA) will hold 
JATA Tourism Expo Japan, one of the world’s largest 
travel events, at Tokyo Big Sight in Ariake, Tokyo, 
for the second year in a row. The event will last 
four days from September 24 through 27. Whereas 
last year’s expo represented a small hop for the 
industry under the theme of “A New Journey Begins,” 
this year the expo will take a larger step, aiming 
to leap forward as a venue for communicating the 
important role of the tourism industry domestically 
and overseas as 2020 approaches. The theme will 
be “Move. See. Feel.”  

Special Exhibit of Booths from 5 Central Asian 
Countries

Aggressive Expansion of Domestic Exhibits Is 
Attracting Attention

JATA Tourism Expo Japan

The panoramic view of "JATA Tourism EXPO Japan 2014"

The Registan, a famous example of Islamic architecture, in Samarkand



事務局
便り

9月10日 中村ゼミクレーム対応講座（大阪）／業務改善委員会

9月11日 マケドニアセミナー／海外旅行推進委員会
9月15日～
18日 旅程管理研修／研修・試験委員会

9月17日 ニュージーランドセミナー／海外旅行推進委員会
9月24日～
27日 ツーリズムEXPOジャパン2015

10月3日 寺子屋JATA／九州支部

10月10日
ＪＡＴＡ九州支部主催・海外旅行委員会主幹「第２回若
者よ、もっと！海外へ」海外旅行企画コンテスト最終審査
会開催

10月11日 総合旅行業務取扱管理者試験

10月17日 平成27年度クルーズセミナー（CCコース）／九州支部

10月21日 苦情対応セミナー（福岡）／業務改善委員会

10月22日 三浦ゼミクレーム対応講座／中部支部

10月22日 苦情対応セミナー（宮崎）／業務改善委員会
10月23日～
24日

第2回ＪＡＴＡの道（福島県相馬市・新地コース）
／社会貢献委員会

10月24日 自然環境保全活動「藤前干潟クリーン大作戦」／
中部支部

10月29日 苦情対応セミナー（札幌）／業務改善委員会

10月30日 津木弁護士による初心者向け苦情セミナー／業務
改善委員会

●JATA業務予定表  9月10日（木）～10月30日（土）
※予定表は変わることがあります。
本部・支部の委員会（予定）

●JATA主催・共催の研修・セミナー等活動
※JATA正・協力会員を対象とした研修・セミナーであり、すで
に申し込み受付を締め切った研修・セミナーもあります。詳しく
は、JATAホームページ（会員限定ページ）でご確認ください。9月10日 国内旅行推進委員会／本部

9月11日 総務委員会／関東支部

9月15日 広報委員会／本部

9月17日 消費者相談委員会／関西支部

9月17日 教育旅行委員会／沖縄支部

9月18日 幹事会／沖縄支部

9月24日 幹事会／中四国支部

9月25日 幹事会/関東支部

9月25日 インバウンドツーリズム委員会・海外旅行委員会・国内
旅行委員会合同委員会／関西支部

9月30日 LADY  JATA委員会／関東支部

10月1日 インバウンド委員会／関東支部

10月15日 幹事会／東北支部

10月15日 幹事会／中部支部
10月19日～
20日 国内旅行委員会（九州）／関東支部

10月21日 総務・消費者相談委員会／中部支部

10月23日 空港委員会／中部支部

10月23日 消費者相談委員会／関西支部
10月24日～
26日 海外旅行委員会（マカオ）／関東支部

「ツーリズムEXPOジャパン2015」が今月24日、いよい
よ開幕します。海外旅行・訪日旅行と国内旅行を振興
するため、観光産業のみならず全産業や地域の力を
結集して開催される世界最大級の旅のイベントとして
2回目を迎える今年は、「新しい旅が始まる。」を掲げ
た2014年の“ホップ”から“ステップイヤー”として位置
づけ、2020年へ向けて観光産業の果たす大きな役
割を国内外に発信する場として、さらなる飛躍を目指
します。都市型MICEイベントとして国家戦略特区を

活用し丸の内エリアで開催される“JAPAN NIGHT 
2015”、ASEAN地域にフォーカスして初めて実施され
る「インターナショナル・ツーリズム・リーダーズ・ミーティン
グ」、日本各地と世界各国・地域の観光情報が集結す
る展示会、“Tourism and Culture 旅と文化”をテー
マにグローバルツーリズムにおける日本の役割を議論
する国際観光フォーラムなど、その内容も極めて盛り沢
山です。会員各社の皆様のご来場を心からお待ちし
ています。



　
渓
流
沿
い
に
歩
き
な
が
ら
流
れ
や
滝
を
眺
め
て

涼
を
と
っ
た
り
、色
鮮
や
か
な
紅
葉
を
愛
で
た
り
と

い
う「
奥
入
瀬
渓
流
」の
楽
し
み
方
に
、今
、新
し
い

モ
デ
ル
が
登
場
し
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。物
見
遊

山
的
に
奥
入
瀬
を
楽
し
む
だ
け
で
は
な
く
、そ
の

魅
力
と
価
値
を
体
感
し
て
学
ぶ
観
光
モ
デ
ル
は
、

文
字
通
り
、地
域
固
有
の
資
源
を
足
元
か
ら
見
つ

め
直
す
こ
と
が
発
想
の
原
点
と
な
り
ま
し
た
。

天
然
の
苔
庭
が
連
続
し
て
続
く
奥
入
瀬
渓
流

　

N
P
O
法
人
奥
入
瀬
自
然
観
光
資
源
研
究

会
で
は
、約
3
0
0
種
類
以
上
の
コ
ケ
が
生
息
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
なった
奥
入
瀬
渓
流
で
、

「
コ
ケ
さ
ん
ぽ
デ
ィ
ー
プ
〜
じ
っ
く
り
楽
し
む
コ
ケ

の
森
〜
」「
コ
ケ
さ
ん
ぽ
ラ
イ
ト
〜
コ
ケ
ガ
ー
ル
と

行
く
!
気
軽
に
愉
し
む
コ
ケ
の
森
〜
」な
ど〝
コ
ケ

を
愛
で
る
ツ
ア
ー
〞を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

奥
入
瀬
渓
流
は
、天
然
の
苔
庭
の
よ
う
に
大
き

な
群
落
を
連
続
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
優
れ
た

景
観
が
、最
大
の
特
徴
で
あ
る
と
同
時
に
見
ど
こ

ろ
で
す
。

　
同
研
究
会
の
川
村
祐一事
務
局
長
は
、「
明
治
の

文
人・大
町
桂
月
が
十
和
田
湖
や
奥
入
瀬
渓
流

を
世
に
広
め
、地
域
に
人
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、ど
う
受
け
入
れ
た
ら
良
い
か
が
分
か
ら
ず
、

料
理
や
酒
を
用
意
し
た
も
の
の
、そ
の
後
も
旧
態

依
然
と
し
た
物
見
遊
山
の
観
光
ス
タ
イ
ル
か
ら
抜

け
出
せ
ず
に
い
た
」と
奥
入
瀬
観
光
の
歴
史
を
反

省
し
、「
地
域
が
持
つ
自
然
や
歴
史
、民
俗
、文
化

な
ど
固
有
の『
資
源
』を
活
用
し
、地
域
環
境
の

保
全
を
前
提
と
し
た
持
続
的
な
観
光
振
興
を
目

指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
強
調
し
て
い
ま
す
。

自
然
本
来
の
豊
か
さ
を
楽
し
む
旅
行
へ
の
転
換

　

同
研
究
会
の
設
立
に
い
た
る
経
緯
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、2
0
1
2
年
に
実
施
さ
れ
た

「
モ
ス
プ
ロ
ジェク
ト
」で
し
た
。こ
の
事
業
は
、奥

入
瀬
渓
流
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェク
ト
実
行

委
員
会（
会
長
＝
十
和
田
市
観
光
協
会
長
）が

青
森
県
か
ら
受
託
し
、企
画
立
案
と
実
施
は
、そ

の
後
、任
意
団
体
と
し
て
発
足
す
る
奥
入
瀬
自

然
観
光
資
源
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
が
担
当
。景

観
美
を
楽
し
む
観
光
か
ら
自
然
本
来
の
豊
か
さ

を
楽
し
む
旅
行
へ
と
転
換
す
る
契
機
と
し
て
、

奥
入
瀬
エ
リ
ア
を
特
徴
付
け
る
コ
ケ
に
着
目
し

た
の
で
し
た
。

　

2
0
1
4
年
2
月
に
同
研
究
会
が
N
P
O

法
人
化
さ
れ
、同
年
8
月
に
は
日
本
蘚
苔
類
学

会
が
星
野
リ
ゾ
ー
ト
奥
入
瀬
渓
流
ホ
テ
ル
で
第

43
回
大
会
を
開
催
。奥
入
瀬
渓
流
を「
日
本
の

貴
重
な
コ
ケ
の
森
」と
認
定
し
、十
和
田
市
長
に

認
定
証
も
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、奥
入
瀬
渓
流
を
迂
回
す
る
バ
イ
パ
ス

整
備
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、同
研
究
会
が
目
指

す
奥
入
瀬・十
和
田
湖
エ
リ
ア
全
体
を
有
機
的

な
野
外
博
物
館
と
見
立
て
る「
奥
入
瀬
フ
ィ
ー

ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」は
、バ
イ
パ
ス
完
成
後

の
観
光
基
盤
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

青 森 県

「日本の貴重なコケの森」に
認定された奥入瀬渓流

道端にうずくまってコケを観察する「コケ
ガール」

地域のネイチャーガイドを対象に研修も
実施

十和田湖ではカヌーなどのアクティビティーも
人気を集める“コケを愛でるツ
アー”

2014年8月には日本蘚苔類学会
の第43回大会も開催

奥
入
瀬
渓
流
の
魅
力
と
価
値
を
体
感
し
て
学
ぶ

地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が〝
コ
ケ
を
愛
で
る
ツ
ア
ー
〞実
施

素材研究
（国内）
素材研究
（国内）
素材研究
（国内）



中国 シルクロード 第1回素材研究
（特別編）
素材研究
（特別編）
素材研究
（特別編）

　
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関（
ユ

ネ
ス
コ
）世
界
遺
産
委
員
会
は
昨

年
6
月
、中
国
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、キ

ル
ギ
ス
と
共
同
申
請
し
て
い
た
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
世
界
文
化
遺
産
登
録

を
決
定
し
ま
し
た
。中
国
国
家
観

光
局
は
、こ
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
世

界
遺
産
登
録
を
受
け
て
、〝
麗
し
い

中
国
〜
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド・新
体
験・

新
感
覚
〞と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、

「
2
0
1
5
中
国
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
観

光
年
」と
し
て
、日
本
市
場
で
改
め

て
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
経
済
圏
」の
追

い
風
に

　

　
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
、言
う
ま
で
も

な
く
、中
国
と
中
央
ア
ジ
ア
を
横
断

す
る
歴
史
的
な
交
易
路
で
あ
り
、

紀
元
前
2
世
紀
ご
ろ
か
ら
形
成
さ

れ
、6
〜
14
世
紀
ご
ろ
に
最
も
栄
え

た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
す
。世
界

文
化
遺
産
の
登
録
を
決
め
た
世
界

遺
産
委
員
会
は
、そ
の
意
義
を「
東

西
間
の
融
合
と
交
流
、対
話
の
道
で

あ
り
、人
類
の
共
同
繁
栄
に
重
要
な

貢
献
を
し
た
」と
評
価
し
ま
し
た
。

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の

は
、中
国
と
欧
州
を
結
ん
だ
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
う
ち
、長
安（
現
在
の
西

安
）や
洛
陽
か
ら
敦
煌
を
経
て
中
央

ア
ジ
ア
に
至
る「
天
山
回
廊
の
道
路

網
」で
、全
長
は
約
8
7
0
0
キ
ロ

に
も
及
び
ま
す
。3
カ
国
で
の
構
成

資
産
は
33
カ
所
を
数
え
、中
国
国
内

で
は
、唐
の
玄
奘
三
蔵
が
持
ち
帰
っ

た
経
典
な
ど
を
保
存
す
る
た
め
建

立
さ
れ
た
西
安
の
大
雁
塔
を
は
じ

め
、交
易
に
よ
る
繁
栄
を
背
景
に
つ

く
ら
れ
た
都
市
や
宮
殿
、仏
教
寺
院

な
ど
22
カ
所
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、中
国
の
習
近
平
国
家
主

席
は
、中
国
を
起
点
に
中
央
ア
ジ
ア

か
ら
欧
州
に
至
る「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

経
済
圏
」と
、中
国
沿
岸
部
か
ら
ア

ラ
ビ
ア
半
島
ま
で
を
結
ぶ
海
上
交

通
路「
21
世
紀
の
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
」を
提
唱
し
、両
者
を
ま
と
め
た

「
一
帯
一
路
」構
想
を
通
じ
て
、圏
域

に
お
け
る
経
済
交
流
の
拡
大
な
ど

を
目
指
し
て
お
り
、シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

世
界
文
化
遺
産
登
録
と
そ
れ
に
続

く「
2
0
1
5
中
国
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

観
光
年
」の
展
開
は
、同
構
想
を
後

押
し
す
る
強
力
な
追
い
風
と
言
え

る
も
の
で
す
。

世
界
へ
文
明
国
家
と
し
て
存
在

ア
ピ
ー
ル

　
西
安
に
都
が
置
か
れ
た
の
は
、周

の
武
帝
が
殷
を
滅
ぼ
し
た
紀
元
前

11
世
紀
の
こ
と
で
、紀
元
前
3
5
0

年
に
は
中
国
の
統
一を
果
た
し
た
秦

が
西
安
近
郊
の
咸
陽
に
都
を
開
き
、

そ
れ
以
降
、漢
、隋
、唐
な
ど
13
の
王

朝
の
都
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。現
在

の
位
置
に
都
が
築
か
れ
た
の
は
、紀

元
前
2
0
2
年
に
成
立
し
た
漢
の

時
代
か
ら
で
、前
漢
時
代
に
拡
大
さ

れ
た
長
安
城
が
、西
域
と
の
交
易
路

で
あ
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
起
点
と
な

り
ま
し
た
。

　
唐
代
に
栄
華
を
極
め
た
長
安
に

は
、仏
教
な
ど
の
文
化
を
は
じ
め
、

絹
や
香
辛
料
な
ど
の
産
物
も
行
き

交
っ
て
、コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン・シ
テ
ィ
と

し
て
世
界
中
か
ら
多
く
の
人
々
も

集
ま
り
、国
際
社
会
に
文
明
国
家

と
し
て
の
中
国
の
存
在
を
知
ら
し
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
も
残
さ
れ
て
い
る
城
壁
は

西
安
古
城
壁
と
し
て
、近
年
に
な
っ

て
か
ら
修
復・整
備
さ
れ
た
も
の
で
、

東
西
南
北
に
城
門
を
構
え
る
城
壁

の
上
か
ら
は
旧
城
の
内
外
を
見
渡

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

連
載
ス
タ
ー
ト

今
号
よ
り「
素
材
研
究
・
特
別

編
」と
し
て
中
国
の
魅
力
を
紹

介
す
る
シ
リ
ー
ズ
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。悠
久
の
歴
史
や
豊
か
な
文

化
、広
い
国
土
や
雄
大
な
自
然
な

ど
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

の
奥
深
い
魅
力
を「
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
」「
大
運
河
」「
世
界
遺
産
」と

い
っ
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
掘
り
下
げ

て
い
き
ま
す
。ご
期
待
く
だ
さ
い
。

「20世紀最大の発見」と言われた西安郊外の兵馬俑

唐の玄宗皇帝が楊貴妃とともに過ごした華清池

嘉峪関

2015年シルクロード観光年

２
０
１
５
年 

観
光
年
を
迎
え
た「
中
国
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

そ
れ
は
西
域
と
の
交
易
拠
点
、古
都・西
安
か
ら
始
ま
る



　
2
0
1
4
年
に
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

構
成
資
産
の
う
ち
、西
安
に
あ
る
の

は
、大
雁
塔
、小
雁
塔
、唐
長
安
城

大
明
宮
遺
跡
、漢
長
安
城
未
央
宮

遺
跡
、興
教
寺
の
5
カ
所
で
す
。

　
玄
奘
三
蔵
が
イ
ン
ド
か
ら
持
ち

帰
っ
た
経
典
の
翻
訳
と
保
存
の
た

め
に
7
世
紀
半
ば
に
創
建
さ
れ
た

大
雁
塔
は
、大
慈
恩
寺
の
境
内
に

あ
り
、門
前
に
は
玄
奘
三
蔵
の
像
が

立
っ
て
い
ま
す
。大
薦
福
寺
の
境
内

に
建
て
ら
れ
た
小
雁
塔
は
、義
浄
が

イ
ン
ド
か
ら
持
ち
帰
っ
た
経
典
の
翻

訳
が
行
わ
れ
た
場
所
で
、9
世
紀

半
ば
に
は
日
本
か
ら
訪
れ
た
慈
覚

大
師
が
逗
留
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
2
0
1
0
年
か
ら
公
開
さ
れ
て

い
る
大
明
宮
遺
跡
は
、唐
の
長
安
城

の
三
大
宮
殿
の一つ
で
、7
世
紀
前
半

に
造
営
さ
れ
ま
し
た
。漢
の
長
安
城

の
史
跡
で
あ
る
未
央
宮
は
、漢
の
高

祖・劉
邦
が
造
営
し
た
皇
宮
で
す
。

漢
の
長
安
城
は
武
帝
の
時
代
に
拡

張
さ
れ
て
お
り
、東
西
の
城
壁
や
長

楽
宮
な
ど
の
遺
構
も
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
興
教
寺
は
、西
安
市
の
南
約
20
キ

ロ
に
位
置
し
て
お
り
、玄
奘
三
蔵
の

遺
骨
を
納
め
る
た
め
に
7
世
紀
半

ば
に
創
建
さ
れ
た
古
刹
で
す
。

20
世
紀
最
大
の
発
見
と
言
わ

れ
た
兵
馬
俑

　
西
安
は
、ま
た
、多
く
の
博
物
館

が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。碑
林
博
物
館
は
、漢
代
か
ら
清

代
に
至
る
ま
で
3
0
0
0
を
超
え

る
石
碑
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、公
用

文
や
経
典
、書
、墓
標
な
ど
様
々
な

文
書
を
掘
っ
た
石
碑
は
、ま
さ
に
、歴

史
の
生
き
証
人
と
言
え
ま
す
。ま

た
、1
9
9
1
年
に
開
設
さ
れ
た
陝

西
歴
史
博
物
館
は
、大
雁
塔
の
近
く

に
位
置
し
、陝
西
各
地
か
ら
出
土
し

た
物
な
ど
が
年
代
別
に
展
示
さ
れ

て
お
り
、地
下
に
あ
る
20
カ
所
の
唐

墓
か
ら
出
土
し
た
壁
画
は
圧
巻
で

す
。

　
遣
唐
使
と
し
て
唐
に
渡
っ
た
弘

法
大
師・空
海
が
中
国
密
教
界
の
第

一
人
者
で
あ
る
恵
果
阿
砂
利
の
教

え
を
受
け
た
青
龍
寺
や
唐
代
の
繁

栄
を
体
感
で
き
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の

大
唐
芙
蓉
園
な
ど
も
、西
安
の
歴
史

を
物
語
る
貴
重
な
存
在
で
す
。

　
今
か
ら
約
40
年
前
、近
郊
の
農
民

が
井
戸
を
掘
って
い
る
時
に
陶
片
を

見
つ
け
、そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ

た
兵
馬
俑
は
、西
安
市
の
東
約
30
キ

ロ
に
あ
り
ま
す
。20
世
紀
最
大
の
発

見
と
言
わ
れ
た
兵
馬
俑
は
、1
〜
3

号
坑
の
発
掘
が
終
わ
って
車
兵
俑
と

歩
兵
俑
、騎
兵
俑
な
ど
が
軍
陣
を

と
り
、2
0
0
0
年
余
の
時
を
超
え

て
整
然
と
並
ん
で
い
ま
す
。秦
始
皇

陵
と
兵
馬
俑
館
は
1
9
8
7
年
、

秦
陵
博
物
院
と
し
て
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
始
皇
帝
も
利
用
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
華
清
池
は
、西
安
の
北
東

約
30
キ
ロ
に
位
置
す
る
温
泉
保
養

地
で
す
。唐
の
玄
宗
皇
帝
が
華
清

宮
と
し
て
宮
殿
式
の
湯
殿
を
造
営

し
、楊
貴
妃
と
と
も
に
過
ご
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

新疆ウイグル自治区にあるスバシ仏寺遺跡

新疆ウイグル自治区に
あるキジル石窟

甘粛省にある麦積山石窟

蘭州／ウルムチ間に高速鉄道が開通
沿線を彩る多様なシルクロードの見所
　蘭州とウルムチを結ぶ高速鉄道が昨年12月24日
に開通し、同区間を最短11時間50分で結んでいま
す。甘粛・青海・新疆の3省区を貫く全長1776キロに
及ぶ路線を時速200～250キロで走る蘭新高速鉄
道は、シルクロードを辿る旅行の利便性を大きく高めま
した。中国で最も海抜の高いエリアを走る高速鉄道と
して人気を集める沿線には、オアシスや砂漠、仏教芸
術、独特な地形の景勝地など、シルクロードならではの
見所が連なっています。
北西へ移動するにつれ
て色濃くなっていくアジ
ア文明と欧州文明が交
わる中央アジアの風土
や文化を体感することが
できるのも、蘭新高速鉄
道ならではの魅力です。

無形文化遺産の実演や華やかな民族舞踊も
「ツーリズムEXPOジャパン2015」で20ブース
　中国国家観光局は9月
26日と27日の両日、東京・
有明の東京ビックサイト
で開催される「ツーリズム
EXPOジャパン2015」の
展示会で20ブースを出展
し、中国からは22の省や
市、観光局などから70人
以上の関係者が参加を予定しています。シルクロードや中国
各地の様々な観光情報を紹介するほか、昨年の倍以上となっ
た出展エリアでは、中国の無形文化遺産である書道・篆刻の
著名な先生による実演や色鮮やかな衣装を着て踊る華やかな
民族舞踊も楽しめます。また、業界日の25日には、上海市と貴
州省のセミナーを開催。ブースでも懇親交流会を実施し、昨年
よりパワーアップしたブースで旅行業界関係者に有意義な現
地の最新情報を提供します。 砂漠を行くラクダはシルクロードの原風景

出展エリアでは音楽や民族舞踊のパフォーマンスも

広 告



システム費用総合サービス
-Spot Assistance-

システム運用の安心はそのままで、
保守費用を大幅に削減 !!

※Spot Assistanceは、情報システム機器の保守費用を削減するソリューション提供型サービスの名称です。

情報システム保守費用削減の新たな切り札

株式会社ジャタはJATAの会員サポート拡大を目的として旅行業に係わる団体制度を取扱う会社です。

お問合せ・取扱代理店 株式会社ジャタ　http://www.yu-jata.com
TEL　03-3504-1751　9：30～17：30 （除く土日祝・年末年始）　E-mail　mail@yu-jata.com

サービス提供会社 ： 損保ジャパン日本興亜リスクマネジメント株式会社　営業推進部ITコンサルティンググループ
　　　　　　　 〒160-0023　東京都新宿区西新宿1-24-1 エステック情報ビル

・ 機器メーカーに支払う標準の保守費用に比較し、最大30％～50％の削減が可能です。
・ 削減効果は、企業様の現在のシステム構成や保守契約の内容に応じて異なります。
・ 定期点検、消耗品など、一部補償対象外のものもありますので、詳細はご確認ください。

Point1 お客さまにとっての最も合理的な保守方式をご提案し、利用環境に応じた
保守・運用体制によりコスト削減を実現します!

Point2 システム機器の保守会社を変える必要はありません。スポット保守に変えた後、
今まで以上に修理費用がかかった場合には、Spot Assistanceで補償します!

Point3 システム機器の障害発生履歴や障害原因など、単なる機器保守にとどまらず、
今後の情報システム戦略に有効な分析データをご提供します!

スポット保守の対象となるシステム機器を特定し、定
額のサービス料のみを支払うことにより、故障発生の
ない期間の費用を抑えることが可能です。万が一、今
まで以上にかかった修理費用は、Spot Assistance
で補償します。　

従来の保守費用（例）従来の保守費用（例）

パソコン･プリンタ･
サーバー等

年間約2,800千円

システム費用総合サービス
Spot Assistance

システム費用総合サービス
-Spot Assistance-

システム費用総合サービス
年間約1,800千円

Spot Assistance導入効果
約1,000千円削減

ご相談ください！ご相談ください！


